




湯上谷古窯跡

石川県小松市教育委員会





例
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3.発掘調査は、平成元年 9月26日から12月6日にかけて行い、望月精司が担当した。

4.出土品整理及び報告書作成は宮下幸夫・望月が担当し、下記各氏の協力を得た。
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針田かおる、平井則子、小長谷久美子、

樫田佐和子・江野直子〈遺物の実測〉

〈遺物の拓本〉 打田外喜代

5.報告書の編集及び執筆

本書の編集は、小村茂指導のもと、宮下・望月が担当した。

執筆は、第 1章・第 4章・第 5章を宮下が、第 2章・第 3章を望月が担当した。

6.本書で示す方位は、すべて磁北である。尚、第 1図には国土地理院発行25，000分の l地形図
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7 .調査の実施及び報告書作成にあたっては、以下の方々、機関、団体から御協力と御指導を賜
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第 1章位置と環境

石川県の加賀地域は、白山大汝峰に源を発し、美川で日本海に注ぐ県内最大の河川である手取

川により北加賀と南加賀に分けられる。いわゆる南加賀は、西に日本海、東に白山前山丘陵を形

成する能美・江沼の両丘陵に挟まれた地域で、南に橋立台地と白山前山丘陵に狭まれた江沼盆地、

北に手取川と梯川に挟まれた能美平野が広がる。

この江沼盆地と能美平野の中間位置に柴山潟・今江潟・木場潟(現在、今江潟の全面と柴山潟

の4害IJが干拓により消失)からなる加賀三湖とこれにより形成された潟埋積平野・ 三湖台地が広

がり、東南を白山前山丘陵と墳を接し、いたるところで小谷を形成している。加賀温泉郷の一つ

である粟津温泉は、林町より東南方にのびる谷の中程に位置している。本窯跡は、粟津温泉の西

の端近くの湯上町から南に入る小支谷、通称ユノカミダニの西斜面に立地している。

本窯跡は、南加賀古窯跡群に含まれるものであり、近年の分布調査によって発見された資器系

中世陶器窯跡で、 8基以上の規模を有するものと考えられている。

南加賀古窯跡群は、白山前山丘陵のうち、江沼盆地の東端をなす動橋川とその支流の那谷川及

び加賀三湖の木場潟に注ぐ馬場川の開析により形成された、標高40-100mの低丘陵地帯に存在

する須恵器・埴輪・土師器・資器窯跡を総称したもので、県内最大の規模をもっ。

この窯跡群の出現は、ほぼ 6世紀初頭頃と考えられ、 二ッ梨東山 4号窯跡がこの時期に相当す

ると思われる。以後、生産を拡大して行くが、最も栄える時期は 8世紀の前半頃で、窯場の拡大

に伴って窯跡数が急増する。これ以後はやや減少するものの、戸津町周辺において存続し、 9世

紀の終わり頃にこの地域を中心として生産が再興され、生産量は爆発的に増加し、再び盛期を迎

える。当古窯跡群での須恵器生産は、 10世紀を最後に見られなくなる。

査器系中世陶器(加賀古窯製品一加賀古陶)の生産は、須恵器生産の終了から現在までのとこ

ろ二世紀近く後の12世紀末に開始されたと考えられる。 二ツ梨オクダニ窯で操業が開始され、那

谷カナクソダニ窯に移り、その後生産地点が分散したと考えられる。更に後の那谷ダイテンノウ

ダニ窯の時期に至り拡大的な展開を迎え、大聾の量産化が認められる。次の時期は、生産が安定

した展開をみせていて、那谷カミヤ窯と本湯上ユノカミダニ窯がこれにあたる。後、生産がユノ

カミダニ窯に集約され、上荒屋ハカンタニ窯に分散した後、西荒谷カマンダニ窯に移転し、 14世

紀末頃かおそくとも15世紀の初め頃に操業が停止すると現在は考えられる。

現在までに確認・想定される加賀古窯の窯跡数は、 二ツ梨オクダニ窯 3基、那谷カナクソダニ

窯 l基、那谷コテンノウダニ窯 2基、箱宮ドウガヤチ窯 2基、那谷ダイテンノウダニ窯 5基、戸

津卜ズ13号窯 l基、那谷カミヤ窯 5基、湯上ユノカミダニ窯 8基、上荒屋ハカンタニ窯 2基、西

荒谷カマンダニ窯 2基の31基である。
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第 2章 調査に至る経緯と調査概要

第 1節 調査に至る経緯

湯上谷古窯跡は、昭和61年に石川県立小松高等学校地歴部の顧問であった近間強氏の指導のも

と地歴部が行った、小松丘陵窯業遺跡分布調査において発見された窯跡である(近間強他「小松

丘陵窯跡群分布調査報告 1J ~石川考古学研究会会誌』第31号 石川考古学研究会1988)。これ

を受けて、小松市教育委員会でも同年に踏査を行い、窯跡の確認をしている(~市内遺跡詳細分

布調査報告書 1J 小松市教育委員会1987)が、この調査も谷部の排水溝に露出した土器を採集

する程度のもので、詳細な分布調査は行っていな L、。ただし、丘陵斜面上において窯体の陥没と

思われるような窪みが多数確認できており、窯跡の存在する場所を予想することができた。

昭和63年12月に小松市湯上町土地区画整理組合より、この丘陵下方の谷部を対象とした土地区

画整理事業の協議書が提出された。谷部に

関しては、灰原の存在する可能性が高く、

他の遺構も発見される可能性があったため、

用地全域 (20，371rrf)を対象とした試掘調

査を実施する必要性がある旨を回答した。

試掘調査は、平成元年 1月10日に実施し

た。方法は、谷部両側の丘陵裾を中心とし

て10本のトレンチを設定、重機による掘り

下げを行った。この結果、窯跡の存在する

丘陵下の区域で、 1，000rrf程度の範囲に中

世陶器の分布が確認され、この区域を対象

として発掘調査を実施することとなった。

事業経費は、調査費・整理費ともに全額

小松市湯上町土地区画整理組合の負担で行

うこととなり、平成元年 9月26日に小松市

と小松市場上町土地区画整理組合で、委託契

を締結した。

第 2節 調査概要

第 2図調査区域図 (S = 1 /5，000) 

調査は平成元年 9月26日より開始した。まず、調査区域内は湧水が著しく、調査に支障を来す

4 



ため、掘り Fけ、前に調査区域内の谷奥部側に 1m幅の溝を切り、排水が円滑に行われるようにし

た。また、区域内には農道が存在していたため、その表土除去は重機を使用して行った。

調査方法は、試掘調査で確認した1，000nfの区域を対象として、 5mX5mのグリッドを設定

し、試掘調査において特に追物が街に出土した 1Aグリッドから掘り下げを開始した。掘り下げ

は現況面から人力で行ったが、灰原の検出を目的として層位ごとに掘り下げた。掘り下げの際に

山土した迫物は、 5mX5mグリッド内を更に 4分割(左上から順に 1~ 4とナンバーリング)

した2.5mメッシュで同位ごとに取り上げ、その集中している部分では出土状態を写真撮影した。

また、上屑観察のため、縦に 2. 3. 5ライン、横に B・Dラインのセクションベルトを設定

し、写真撮影及び土居断面図作成を行った(縦 5ラインは紙面の都合上割愛した)。

グリ y ドの掘り下げは遺物の集中している 1Aグリッドから11闘に拡げていく形を採ったが、縦

ではDラインより、横では 6ラインより徐々に造物の出土が希薄となったため、それ以降につい

ては千鳥掘りまたは卜レンチ掘りで行った。

以上の掘り下げ終了後全員写真を撮影し、その区域の全体図を作成して平成元年12月61ミlをもっ

て発掘調査を完了した。

出土品整理は、平成元年12月 1日より着手した。出上品の総量がノfンケ ース150箱以上にも及

ぶ予惣を遥かに上回る量であったが、翌 3月10日までに洗浄 ・注記 ・接合の作業を終え、 3月31

11をも って整理作業を完 fした。

~ 
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第 3図 調査区峡内グリ yド配箇図 (S = 1/400) 
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第 3章 遺 構

今回の調査においては、 「物原」的な中世陶器を多数包含する層(灰原)は検出されたものの、

灰層のような黒色灰を含む土層は確認されなかった。調査区域内の土層は第 4図の断面図に示す

ように、全体的に山側から谷側に、つまり北に向かつて土が流れている状況が観察できる。そし

て、その土層の多くは丘陵地山の砂を含んだ土で、丘陵斜面上の土がかなり流れ込んでおり、そ

の土の流れに伴って、窯跡灰原が流れ込んできたものと考えられる。また、最上層の土は以前行

われた開田や耕地整理の際の耕作土で、この土がかなり下まで入っており、多くの中世陶器を含

んでいる。

中世陶器の出土は、比較的地山に近い層で多く、 1A~4A 、 1B~5B 、 2C~4C の範囲

で多く分布している。また、標高16.25mと15m付近で等高線に沿うような形で、緩い落ち込み

状の段が確認でき、段の下に多くの中世陶器がたまっていた。この分布の状況から土層の流れと

同様、 1Aグリッドから北に向かつて希薄になる傾向が見られる。

これら以外に、窯跡に伴うような遺構は確認されなかったが、 2A・3Aグリッド付近と、 l 

Fグリッド付近で多くの鉱津が採集されている。この鉱淳の形状から、箱型炉に伴う製錬炉浮で

あると考えられる。出土量から考えればその近辺に製鉄炉本体が存在すると予想される。

{土層説明}

1 層(暗)褐色土 耕作土ワ 13 層階(青)灰色土

14 層黄色砂質土

軟岩チ ップ少量含有

小磯多量含有2 層:農道徳築の際の盛土

3 届ー灰褐色砂質土 窯壁プロ y ク、赤 ・育粒子含有 15 層・淡灰色土 軟岩チ yプ極めて多量・カーボン

粒子少量含有、弱砂質3・ 層 " 黄色粘土若干混在

4 層階灰色土 軟岩チ ップ多量、窯霊プロ y ク少 16 層・(暗)灰色土軟岩チ yプ多量含有、弱砂質

5 層・暗灰(褐)色土

5 .層黒灰(褐)色土

量含有

赤・青色粒子含有、弱砂質

赤・青色粒子多量含有

17 層ー暗灰色土 軟岩チ ップ青色粒子少量含有

18 届 :(暗)灰色土 軟岩チップ・青色粒子少量含有、

弱砂質

6 届:灰褐色土 軟岩チ y プ・青色粒子少量含有、 18 .届:灰色砂質土 軟岩チ y プ・青色粒子少量含有

弱砂質 19 層:黒(青)灰色砂質土黄色粘土プロ yク多量含有 ・青 ・

7 届 :黒色粘質土 窯壁・黒色粘土ブロック少量含有 赤ブロ yク多く含有

8 属。青灰色砂質土 青色粒子多量・黒色粘土プロソヲ 20 層(青)灰色砂質土 小様多量含有

少量含有 21 層黒灰色土 軟岩チ ップ多量 ・カーボン・赤色

8 .属・暗青灰色砂質土 青色粒子多量・黒色粘土プロ y ク 粒子少畳含有

少量含有 22 層。(青)灰色砂質土 青色様多く ・窯笠プロソク少量含

8 ..層階青灰色土 軟岩チップ通有量含有、弱砂質 有

8 ...層 (青)灰色土 軟岩チ y プ少量含有、弱砂質 23 層階灰(褐)色砂質土青色磯多く含有

9 層灰色土

10 届:青灰色砂質土

11 層:黒灰色粘質土

12 層・(暗背)灰色土

12 .層。 淡(青)灰色土

小層構含有、砂質おぴる 24 届・暗褐色土

黒色粘土プロック ・小様多く含有 25 層:灰褐色粘土

青・白色粒子多量含有 26 届ー暗灰色砂質土

軟岩チップ・黄土粒子少量含有

軟岩チ y プ・黄土粒子少量含有

-6-
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軟岩プロ y ク含有

軟岩プロ y ク多く・カーボン粒子

少量含有
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第 4章 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、ほとんどが中世陶器のいわゆる加賀古窯製品であり、湯上谷窯

跡の灰原から出土したものである。出土量は、遺物箱(パンケース)で約170ケース、破片数で

31，291点を数える。器種は、聾・壷・鉢の 3種であり、中世陶器通有の器種構成である。

第 1節 器種の構成

器種構成については、破片数計測法と口縁部計測法、個体識別法(宇野1988)でその比率を出

す方法があるが、本中世陶器の場合、賓と壷の胴部破片はその調整方法等では区別がつかないた

め、今回は口縁部計側法によってその比率を出してみた。しかし、今回の調査は、灰原全てでは

なく、窯体も未調査であることをおことわりしておく。

総破片数31，291点のうち、口縁部の破片は2，336点と 7%にすぎなし、。そのうち費は1，893点と最

も多く 81%を占め、ついで鉢の296点(12.7%)、壷の147点 (6.3%)である。

聾は、口径の大きさにより大・中・小に分けられ、壷も同様に大・中・小に分けられる器種が

存在している。尚、賓と壷の区別については、器高に対し口径の割合が大きいものを費、小さい

ものを壷としているが、特に小聾について器高が不明の場合、口縁形態で便宜上一応の区別を行

なった。口縁端部がいわゆる N字形或いはその類似形状を呈 し、口縁部内側に凹(稜)があるも

のをここでは聾とした。

第 2節 各器種の概要

1 .聾(第 6-20図)

費は、口縁形態により A-H類に分けた。また、容積により大・中・小と分かれるが、出土し

た遺物は破片であり、全体の形をうかがいしれないため、便宜上口径により、大費、中費、小聾

の3器種に分けた。口径50cm内外以上を大費、それ以下35c皿位までを中費、 35咽位以下を小聾と

した。しかし、後述するが本古窯跡の製品であり、数少ない消費遺跡での完形品である牧口出土

の費は、口径48.0cmであるが、実物を見たかぎりでは大賓の部類に入るので、この分類はあくま

でも便宜上であることをおことわりしておく。

以下、各類の概要を述べる。口縁部を作る際の基本は、 一旦外へ引き出し、それから端部の処

理を行なうものと考える。 B類からはこの端部の形態を分けたものである。

尚、このような分類を行ったが、厳密にははっきり分けられない中間的形態も存在している。

-9一



聾A類 口縁部を引き出しただけのものである。端部内側に凹のあるものとないものが認められ

る。

聾B類 端部を押さえただけのもの。

聾C類 端部を上へ折った(引き上げた・つまみ上げ以下円|き上けJと呼称する)もので、

比較的上端部は厚ぼったい。これには引き上げただけのもの (C，類)、端部の外側面を押さえ

であるいは摘んで下に張りださせる(垂れ下る)もので、張り出しの小さいもの (C2類)、同

張り出しの大きいもの (Ca類)と分けられる。このうち C2類は、押さえただけのものと考えら

れることもできる。

聾D類 C類と同じく引き上げたもので、上端部は厚くないもの。これも上記と同じく 3類に分

けられる。

聾E類 口縁端部をさらに押さえて、押しつぶした感じのもの。

聾F類 口縁端部の下側の押えが強く、端部が垂直立つものから外傾するもの。

蔓G類 口縁端部を押したもので、縁帯の幅のせまいもの。

聾H類 縁帯の幅のせまいもので、引き出しの強いもの。

このG・Hの各類は、縁帯の幅のせまいもので、大聾では見られず、中・小墾ので見られるも

のである。

1 )大費(1 -44) 

A類は、 12・13・43である。 12は口縁部を引き出し、端部をナデている。 43は端部をつまんで

ナデ、内側に凹が認められる。 13は端部を弱く引き出し、そのままやや引き上げ、内側はナデに

よる凹が認められる。端部は厚ぼったく、聾A類としたが費B・C類との中間的要素が強いもの

である。

B類は、 2・14・15・44である。 2は口径67.3cmを測るものである。端部をやや強く押えただ

けで上下に張り出さしていて、上端部は厚ぼったいものである。 14も口径64.6cmを測る大きなも

のである。 15と同様端部を更に強く押え、外側がやや凹んでいる。また、上端部もやや強くつま

みナデているため内側に凹がめぐっている。 44は2と同様端部外側はほとんど凹んでなく、上端

部は厚ぼったいが、内側の凹は強い。

C類は、前述のように 3類に分けられる。

C，類は、 1・3-5・16-19である。 lは口径69.2cmを測るものであり、端部をつまんでナデ

ているため 内側にはナデによる凹みがめぐり、外側も凹がみられる。その他は引き上げが強く

内側の凹が明瞭(鋭角)になっている。

C2類は、 6-8・20・24・28である。 6.20は上端部を押えすぎたためか内傾しており、外側

面は出っばっている。 8は下端部を摘んでナデているだけであるが、 7は摘んで強く押さえてい

るため下方の張り出しはやや大きくなっていて、外側面も凹んでいる。 28は1と同様に内側と外

10-



側にナデによる凹がみられる。本類に入れたがB類の範鴫であるかもしれない。

C3類は、 9-11・21・23・25-27である。 10は口径76.2cm・11は口径77.0cmを測るもので本調

査で出土 したものの中ではも っとも大きなものである。本類は、 C2類より更に強く外へ引き出

し、また外側面を強 く押さえていて、下方への張り出しが大きいものであり、 25-27でこの傾向

が一層顕著である。また、 9・21・23は本類に入れたが、上端部があまり 厚くないため、D類と

の中間的器種の可能性がある。

D類も前述のように 3類に分けられる。本類にはいわゆる N字状口縁が含まれる。

Dl類は、 36・38である。36は本類に入れたがC類に近いものである。内側に明瞭な凹がみら

れ、上端部はやや厚L、。 38は内側にナデによるゆるい凹がみられ、外側面はほぼ直線的で立って

いる。

D2類は、 29・30・35・37である。 29は端部はやや厚ぼったいが、本類に入るものと考える。外

側面にはナデによる小さな凹凸が認められるが、ほぼ直線的でやや内傾している。内側の凹はナ

デによる指先のカ ーブと考え られる。 30は下端部は比較的厚く、丸みをもっているが、35のそれ

は細くスマートである。両者とも外側面は内傾している。 37は縁帯の幅が比較的小さいもので、

外側面も直線的で直立している。

D3類は、 22・31-34・39である。 22は外側面が内傾していて、小さな凹は認められるものの直

線的である。端部下端はやや厚ぼった L、。 31は38の下端部を張りださせたものと考えられる。 32

はやや縁帯の幅が狭く、また外側面がほぼ直立しているが本類に入ものと考える。 33・34は若

干端部処理に相違があるが、基本的には同じと考え られ、N字状を呈している。39は下端部は鋭

角的に尖っている。本類も外側面は基本的に内傾している。

E類は、 40・41である。40はまだそれほどでもないが、 41は端部を強く押さえて。押しつぶし

た感じのものである。いずれも外側面は内傾している。40の外側面はナデによる凹凸がややみら

れるが、 41はほほ.直線的である。

F類は、 42である。 42の外側面はほぼ直線的で、また、やや内傾しているが直立に近いもので

ある。本類は E類をさらに押さえたものと考えられる。

2 )中費 (45-95)

A類は、 45・46である。45は端部内側にナデによる弱い凹がめぐっている。縁帯はほとんどみ

とめられず、ただ引き出してナデただけである。 46は引き出して上を摘んでナデていて、端部内

側には明瞭な凹がめぐり、また、外側もやや凹んでいる。本品はA類に入れたが、 B類との中間

的器種と考えられる。

B類は、 47・48・87である。 47は端部を押さえただけであり、外側面は凹んでいる。 48・87は

端部を押さえて、更に上へ若干引き上げたものである。外側面は内傾し直線的である。

Cl類は、 49・52-54・56・62・88・89である。 49は外への引き出しは弱く 、上への引き上げも

-11ー
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弱いものである。 62・89はそれより上への引き上げが強いものである。 52-54・56は上への引き

上げも強くなっていて、また、 62のようなボテッとした感じがなし、。内側の凹も徐々に鋭角的に

なっている。外側面も内傾していたものから直立になってくる。このことが本類の基本と思われ、

のち、下に張りだす C2類になっていくと考えられる。 88は若干それとは様相を異なるが、外側

面が直立し、やや下に張りだす傾向をしめしている。

C，類は、 58-60・63・64である。 64は縁帯の幅が比較的狭いものであるが、器厚に比べて上端

部が厚ぼったいので本類に入れた。 58-60は下に小さく張りだすものであるが、また、外側面は

内傾する傾向を示 している。 63はCl類の89の延長上にあるものと考えられる下への張り出しが

やや強くて下端部は尖っている。

C3類は、 55・57・61・66-73である。 55は下への押さえが強すぎたためか焼きゆがみであろう

か、外側面が外傾してしまっているが、本類にいれるべきものと考える。 57・61・66・67は基本

的には C，類58-60の形から更に下に強く張り出させたものと考える。外側面の凹は殆どみられ

なし、。 68-73は引き出しが強く、外側面の押さえも強いため凹が明瞭であり、やや太めの N字状

を呈している。

Dl類は、中褒ではみられなかった。

D2類は、 76・79・80である。いずれも外側面は内傾していて、下端は76はやや厚みをもち角

ばっているが、 79では厚みは薄く鋭角になっている。 80ではそれもなくなり先がとびだした感じ

である。

D3類は、 74・75・77・78・93-95である。 75と77はややいびつながら器形の全体がわかる資料

である。 75は口径35.0cm、底径16.7cm、最大径54.8cm、器高55.0cmを測り、 77は口径38.5cm、底径

18.5cm、最大径62.0cm、器高59.2cmを測るものである。 74・75・77は典型的ないわゆる N字状口縁

であり、外側面は内傾し、端部上下の張り出しもほぼ同じである。 78は上端部の張り出しが下よ

りやや細長くなっていて、内側の凹も明瞭にめぐっている。 93は内側の凹は同じく明瞭であるが、

上端部はややぶ厚く、下端部は細くスマー卜に張りだしている。また、外側面は直立している。

95は上下の張り出しの厚みは93とほぼ同じであるが、やや引き出しを強くしていて、外側面もや

や外傾している。 94は更に外傾している。

E類は、 81・82である。いずれも外側面は内傾している。 81の端部内側の凹はやや鋭くなって

いて、外側面は直線的である。 82は上端部を強く押し、つぶれている。

F類は、 83-86である。 83は前類の81の外端部下側の押さえを強くしたものと考えられ、外側

面がほぼ直立している。更に押さえて85から86になると考えられる。 84は上端部が厚ぼったくなっ

ているが85に近いものと考える。

G類は、 50・51・65である。いずれも縁帯の幅が狭いものである。50は端部を摘んでナデなが

ら引き出したもので、外側面はあまり押さえていなくややふくらんだ感じのものである。 51はや

やつよく引き出し、また、外側面をつよく押さえていて凹んでいる。65は墾 Cl類の部類に入る
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かもしれないが、縁帯の幅が狭いものであるので本類に入れた。端部を引き出し上へ折ったもの

で、器厚に比べて上端部が厚ぼったいものである。

H類は、 90-92である。いずれも前類の51をさらに引き出した感じのものである。 92は端部を

つよく摘んでいて内側に明瞭な凹が認められる。

3 )小聾 (96-151)

小愛ではA類・ E類と考えられるものは認められなかった。

B類は、 96-98・100である。 96は引き出しがつよくないため、端部の内傾度が大きい。 98は端

部を摘んで引き出しながらナデている。外側面はやや内傾していて、直線的である。 100は頭部

が直立しているもので、端部外側面も直立していて、あまり押さえていなくややふくらんだ感じ

である。 97は摘んで引き出し、外側面をやや上方に押さえている。これは本類のなかでも次の C，

類に近いものと考えられる。

C，類は、 101-103・105・107である。 101は外側面の内傾度がやや強いが、 102・105ではほぼ

直立している。 103は端部を押しつぶしたものであるが、上端部は厚ぼったいものを残し、全体

の感じとしては本類に入るものと考えられる。 107は縁帯の幅は狭いものであるが、やはり上端

部は厚ぼったい感じであるので本類に入れておきたい。下へやや張りだす傾向を示している。

C2類は、 104・106・108-110である。 104は下への張り出しが小さいもので、丸みをもってい

る。上端部は下端部より細身である。106は下端部をナデているためスマートに尖っている。上

端部は非常に厚ぼったく感じる。 108は下への張り出し部分をナデていて、丸みをもっているが、

さらにスマートな感じである。外側面は内傾していて、きれいに湾曲している。 109は前類の107

と同様なもので、下への張り出しがやや認められるものである。 110は下端部はやや尖った感じ

のもので、外側面は直立している。端部内側の凹は明瞭になっている。

C3類は、 111-115・136・137である。 137以外はいずれも端部の下への張り出しはおおきく、

上へはあまり出ていない。 137は上端部が厚ぼったく、内側の凹も明瞭であり、くびれははっき

りしている。外側面は直線的である。

D，類は、 133である。上端部を摘んでナデているため細くなっていて、内側には指先に合った

凹が認められる。外側面は内傾している。

D2類は、 125・131・132である。 125は端部内側の凹はナデによるものと考えられ指先にあった

カーブである。外側面はやや外側に膨らんでいる感じである。 131・132はやや引き出しがよわい

が38(大費)とほぼ同じ端部形態である。外側面は直線的であり、端部内側にはナデによるゆる

い凹が認められる。 131は前類の132と端部毛てた異はほぼ同じであり、下への張り出しが外側面

がやや内傾している。

D3類は、 117-120・127・134・135・139である。 117-120は典型的な N字状口縁といわれるも

のである。端部下端は張り出し、上端も出っ張っていて、くびれが明瞭である。また、外側面は

19 
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第20図出土遺物実視IJ図墾 (S=1/6) 

凹んでいる。127は外側面が直立していて、端部下端は角張った感じである。 134は外側面がやや

膨らんだ感じであり、端部内側の凹はややなだらかな感じである。 135は外側面が直線的で直立

している。端部内側が凹んでいて、くびれが明瞭である。 139はくびれがやや明瞭であり、外側

面は凹んでいるが、直立からやや外に聞きぎみでである。

F類は、 116・126・128-130である。116は端部下端は角張っていて、厚ぼったい感じである。

129は端部上端はあまり出ていないため、内側の凹は浅くなだらかな感じである。 128・129は端

部下端が上端より細L、。130は前類の117-120のN字状端部を外傾させたものと考える。

G類は、 99・121-124・138・140である。いずれも縁帯の幅が狭いので本類に入れたが、端部

形態は基本的にはA-F類と同じものがある。 99はB類と同じで端部を押さえただけで上下にや

や張りださせている。121はD2類と同じと考えられる。器厚に比べて端部は細みである。外側面

は内傾していてきれいに湾曲している。122はD3類と同じと考えられる。上下の張り出しがやや

大きし、。123・124もD3類同じと考えられる。 138・140はB類と同じと考えられる。端部を引き出

して押さえただけであり、外側面はナデのため凹んでいる。

-28一



H類は、 141である。端部をやや強く引き出していて、外側面を押さえている。

152-163は底部である。

以上費の口縁形態について略述してきたが、ここで調整について触れておきたい。外面は、縦

方向のへラケズリののちヨコナデを行っているものが多く、縦方向のハケナデ及びそののちヨコ

ナデを行なっているもの、また、両者の組合せも認められる。一部ではあるが、板状具によるケ

ズリを行っているものも認められる。ヨコナデが丁寧でケズリ・ハケナデ等の痕跡を消している

ものがやや認められる。内面は、指で押さえて成形・整形したのちヨコナデをおこなっているも

のが大部分である。ヨコナデが丁寧で指押さえ等の痕跡がわからないものもやや認められる。

2. 壷(第 19 ・ 21~24図)

壷は、口縁形態により A-E類に分けた。また、愛と同様に容積により大・中・小と分かれる

が、出土した遺物は破片であり、全体の形をうかがいしれないため、便宜上口径により、大壷・

中壷・小壷に分けた。口径20cm内外以上を大壷、それ以下10cm位までを中壷、 10佃位以下を小壷

とした。しかし、特に中壷と小壷はあくまでも便宜上口径で分けたもので、これに器厚も加味し

て分類したものもある。

以下、各類の概要を述べる。

壷A類 頚より外へ引き出しただけのものであり、端部の比較的厚いものは大型と考えられる。

壷B類 頭より外へ引き出し、端部を内側に押さえたものである。これは、端部がほぼ直線的に

なるもの (B1類)と端部は丸みをもつものでいわゆる玉縁状口縁に類するもの (B2類)に分け

られる。

壷C類 端部を押さえ(ナデ)、丸みをもたせ、下端をとがらせたもの。これは、下に張りだし

た場合は張り出しの小さいもの (C1類)と張り出しの大きいもの (C2類)に分けられる。

壷D類 端部を内側と下に押さえたもので、端部は厚ぼった L、。

壷E類 端部内側に凹があり、費類と基本的に同じ口縁形態を示すものである。

A類は、 164・199である。 164はいびつながら器形の全体がわかる数少ない資料のうちのひと

つである。口径18.5cm、底径13.1cm、最大径40.5cm、器高46.1cmを測る中壷のなかでも大きい部類

に入るものである。端部を引き出しただけであり、舌状になっていて、先は丸くなっている。外

面の肩部より下はへラケズリ痕が残っており、内面はやはり肩部より下は指押さえののち軽いヨ

コナデを行っている。内底部付近はヨコナデ痕のみ認められる。内外とも頭部より上はヨコナデ

を行っている。 199は口径11.0cmの小壷である。端部はあまりのびていなく、丸みをもっているが

とがる傾向をしめしていて、さらに押さえると C類になるものと考える。

B1類は、 170・171である。いずれも中査であり、端部を内側に押さえてナデていて、やや下

に張りだす傾向が認められる。

n
E
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第21図出土遺物実演IJ図壷 (s= 1/5) 
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B，類は、 172-176・202-204・212である。 172・175・176は大壷、 173・174・202は中壷、その

他は小壷である。 174・176・212は端部下端がやや張りだすものであり、 203・204は端部上端は丸

みをもっているが、外側面及び端部下端は直線的である。その他はいわゆる玉縁状口縁の部類に

入るものと考える。

C，類は、 165・166・178・200・201・205・206・209-211・213である。 178は大壷、 165・166・

200・205・209は中壷、その他は小壷である。 165は口径12.5cm、底径10.5側、最大径25.5cm、器高

29.4cmを測るものである。外面の肩部より下はへラケズリののちヨコナデを行っていて、最大径

より下はへラケズリ痕がやや明瞭に残っている。内面は胴部下半中央部分に指押さえののちヨコ

ナデを行し¥さらにヨコハケ(? )ナデを行っている。その上は指押さえののちヨコナデをよわ

く行っている。 166も成形・調整方法はほぼ同じである。 200の肩部に押印 (N-106)が認めら

れる。

C，類は、 179-193・207・208である。 183-185・188・190・192は大壷であり、その他は中壷

である。 184は端部を摘んで外へ引き出しながら下へ延ばした(張りださせた)もので、延ばし

た部分と頭部の聞はちょうど指の厚みだけ空いている。 208は他に比べ口径のわりには器厚が薄

し、。

D類は、 167・168・177・194-198である。本類は前述のように端部を内側と下に押さえたもの

で、厚ぼったくなっている。 194・197・198が中査で、その他は大壷である。 167(n-411)、168

(N -101)の押印が認められる。

E類は、 142-151・169・214-216である。 A-D類までの口縁形態と様相が違い、端部内側に

凹があり費と同様な形態を示している。 146のように賓と同様の口縁形態を示しながらプロポー

ションから壷と判断できるように、頭部がやや長く直立しているものを壷とした。聾は、おおむ

ね頚部がハの字に開いている。端部形態は前述のように基本的には聾A-F類と同じである。 151・

169・214はA類、 142・145-147はB類あるいはD，類、 143・144・215・216はC，類、 148はD，類、

149・150はF類と同じであると考える。 146には押印 (N-106)が認められる。

217は肩部の破片である。 146と閉じ押

印が認められ、その上下に各 2条の沈線

が見られる。

218-222は底部である。

3.鉢(第25-26図)

鉢は、口縁端部形態により A-D類に

分けた。また、おろし目が有るものを I

類、ないものを E類とした。しかし、出

土したものは小破片が多く、全体が判明

、kJ当グ

¥J////1シク
01Ocm  

第24図出土遺物実測図壷 (S=1/5) 
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するなど明確に判断出来るもののみ記した。本遺跡出土遺物も含め加賀古窯製品では、全面にお

ろし目がある場合はほとんどなく、小破片では不明である。更に、高台がないものを a類、ある

ものを b類とした。ただし、本遺跡出土遺物の鉢のうち底部がわかるもののほとんどは高台のな

いa類である。

以下、各類の概要を述べる。

鉢A類 口縁端部(以下「端部」という。)がほぼ水平になるもの。

鉢B類 端部を引き上げてそのままナデたもので、端部は比較的丸いか斜めになるもの。

鉢C類 端部に凹がある(凹がめぐる)もの。

鉢D類 口縁部外にナデによる凹をめぐらし(くびれて、いる)、口径の割りには器高が低く、浅

鉢形をしているもの。

A類は、 223(1 )・ 224(1 )・ 232(1 )・ 257(1 )である。 223は口径31.4cm、底径13.0c皿、器高14.1

cmを測るものである。外底部に板の痕跡が残る。成形・調整方法は外面はへラケズリ(のちヨコ

ナデ)、内面はヨコナデであり、これは鉢類の基本的なものである。 224は口径33.6cm、底径15.0

cm、器高14.lcmを測るものである。外底部に板の痕跡が残り、内面におろし目が口縁部から底部

までに見られる。 232は内面の口縁部に押印が認められる。これは、押印m-102と同様の単体の

花文であるが、同じものか不明である。 257は口径32.2cm、底径13.0cm、器高11.3cmを測るもので

ある。内面下半に 1条単位のおろし目が散見され、その部分にカキ目(ヨコハケ?)が認められ

る。

B類は、 225(1 )・ 227(1 )・ 228(11 )・ 229(1 )・ 230(1 )・ 234・236(1 )・ 242(1 )・ 244・245で

ある。 225は口径29.8cm、底径13.4cm、器高14.5cmを測るものである。内面のおろし目は 6条 l単

位で 6単位が見られ、底部中央付近で交差している。 227は口径30.2cm、底径13.0c皿、器高14.lcm

を測るものである。外底部に板の痕跡が残り、内面に押印 (N-106)が認められる。 228の内面

にも同じ押印が明瞭に認められる。 229の内面にはカキ目が見られる。 234の口縁部外にナデによ

る凹がめぐり、外面の中程に文字(刻文鉢 a2) が認められる。 236は内面の口縁部付近におろし

目が見られ、その横に刻文(鉢 a1)が認められる。 244は口縁部付近の小破片であるが、内面に

押印 (N-101)が認められる。 245は小ぶりながら片口がついている。

C類は、 226(11)・231(1)・ 233(1 )・ 235(1 )・ 237(1 )・ 238(1 )・ 239(1 )・ 240(1 )・ 241(1 )・

243・253(11)である。 226は口径32.7畑、底径15.2cm、器高13.2cmを測るものである。片口がつい

ていて、その下の外面に刻文(鉢 b1)が認められる。 233はおろし目が蛇行状に施しである。 235

は片口がついている。 253は口径14.6畑、底径9.0cm、器高8.4cmを測るものであり、大きさの割り

には厚ぼったし、。

D類は、 254-256である。前述のように口縁部外にナデによる凹がめぐり、端部外は尖ってい

る。
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246-252は底部のわかるものである。 246はおろし目が見られ、一部分であり判然としないが

おろし目の可能性が残る不明線刻が認められる。 247・248はおろし目が見られる。 249は 1条単

位のおろし目及びヨコハケが見られ、外面に刻文(鉢 b1 )が認められる。 250・251はおろし目

が見られる。 252は出土した鉢のなかで唯一の高台のあるもの (b類)であり、高台の高さは約

2 cmである。おろし目も見られる。

今回の調査は、灰原の一部であり、また、 二次堆積の遺物もあるため、全体の様相は不明であ

る。よって、出土遺物の費・壷・鉢について口縁形態を中心に行った分類を以上でに述べてきた

が、これらはあくまでも試案として、今後の調査・研究をまってで改めて述べたい。

第 3節 押印等について

1.押印等の分類(付図)

本窯跡で現在までに確認されている押印は58種類であり、その他刻文が認められる。

押印はその特徴から I-VI類に大別し、更に各類で小分類した。

以下、その概要を記す。

I!顛 斜格子を主たる文様とするもの。(斜行軸細線をもつものともたないもの。)

100番代は細線をもたないで斜行軸線が一本のもの。 200番代は細線をもち斜行軸線が一本のも

の。300番代は細線をもち斜行軸線が二本のもの

101は一単位が不確定であるが斜格子のみである。

201は斜格子に縦横の細線の組み合わせで、 202は不明瞭であるが斜行の細線と縦横の細線を交

互に組み合わせていると恩われ、横線はつながっているが、縦線は各区画で切れている。 203は

やはり不明瞭であるが、 202と同じタイプで縦幅が小さい(細い)ものである。

301は斜格子に斜行の細線の組み合わせで、 302・303は斜行の細線と太めの十字形の組み合わ

せであり、 303は302より縦幅が小さい(細しつものである。

11類 花文を主たる文様とするもの。

100番代は花文に斜格子、200番代は縦分画で 2分画(縦 2分画)のもの、 300番台は縦 3分画

のもの、 400番代は横分画のもの。

101は花文に斜格子を配したもので、那谷コテンノウダニ窯に同種のものが確認されている。

201は単一花文と格子風のものを合成したもの。202は不確定な要素が多いが、201と同じく単

一花文と格子風のものの合成と考えられる。 203は小花文と横格子を組み合わせたもの。 204は降

灰軸がかかっていて拓本が採れなかったので模式図としたが、単一花文と横格子を組合せたもの

で、 211は複数の小花文と横格子を組み合わせたもの。 221は正格子内に花文を合成したもの。 231

は花文をワクで囲ったもの。
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301は花文の左右で違う 2種の格子が認められる。

40い 402は長軸方向で花文が一段のもの。 411~414は長軸方向で花文が二段のもの。 415は不確

定な要素が強いが、コーナ一部が明瞭で二段と考えられるので本類に入れておく。

川類 花文のみのもの。

100番代は単一花文のもの、 200番代は複数花文のもの、 300番代は花文数の不明のもの。

101は大輪、 102は中輸の単一花文である(多数押しであるが単一の花文と考えられる)。

201は中輪の複数花文で、明瞭でないが上方にワクが認められる。 201は小輸の複数花文で、上

下二段に認められる。

301~303は、不明瞭な要素が多いので一応本類に入れておくが、資料の増加をまって再考した

し、。

IV類 幾何学文のもので、縦分画と横分画のものに大別できる。

100番代は縦分画で 2分画(縦 2分画)のもの、 200番代は縦 3分画のもの、 300番代は縦分画

がうかがえられるが分画がくずれたもの、 400番代は横分画のもの。

101 ~103は、区画内の意匠がやや違うだけで基本は同じである。 101 と 102は右区画はほぼ同じ

で、左区画が違うものである。 103の右区画は102の左区画とほぼ同じである。 104は弧文が分画内

に入るもので、 105は横格子と弧文風格子の複合である。 106は細線をもたない斜格子 と小分画さ

れた弧文で、 107は細線(縦線)をもっ斜格子と小分画された弧文の組み合わせである。

201は3分画中 2分画に弧文が入るもの (3分画とも弧文の可能性もある)で、 202は3分画中

2分画に小分画された弧文が入るもの。 211は3分画中左右の 2分画に斜格子(細線をもたない)

で中央に小分画された弧文が入り、 212は211の斜格子部分に細L、縦格子を配したもので中央の弧

文の意匠もやや違うもの。

301は弧文・正格子・斜格子等の複雑な組み合わせである。 302は不確定であるが弧文・斜格子・

正格子が分画内に見られ、やはり複雑な組合せである。

401は二段であるが上下の位置をずらしている。 402は矢羽状に斜行を配し、 三段まで確認でき

る。 403は401によくにたやや小ぷりの意匠であり、 三段まで確認できる。

V類格子文のものである。

100番代は縦格子(橘子風)のもので、 200番代は横格子 (簾風)のもの、 300番代は正格子のも

のである。

101は太くて長い大型であり、 102はコンパク卜にまとまっている。 111は102よりやや縦が長い

もの。

201~204は横線の太さや縦線の数の違いである。 204は 203の一部分か複合である可能性もある。

211はオーソドックスな横格子である。 221は一単位が不明確であるが横線が長い大きなものであ

る。

301はE類の221に似ているもので、ややー単位が大きいが花文の有無の相違と考える。
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VI類文字押印である。

101は、小分画された中に「大」或いは「本」字の押印である。

刻文

刻文は器種で分け、内容で文字を a類、記号を b類とする。

鉢 a類

l は内側口縁近くに「大」字、 2 は外側体部に i~、ゎ口(やヵ)口」字が認められる。

鉢 b類

lは外側体部に ixJ印。

聾 a類

l は外側肩部に「大」字、 2は外側肩部に「本」字が認められる。この a1の「大」字には書

体が違うものが認められる。

聾 b類

1は外側肩部に ixJ印、 2は外底に ixJと iOJを組み合わせたようなものが認められ

る。

これら押印等の分類は、あくまでも一応の目安として作成したものである。今後、資料の増加

により変更の可能性がある。

なお、不明陳なものであるが上記に含まれないものがあと数種類ほど認められるので、合わせ

て今後の資料の増加に期待したい。

2. 押印の出土遺跡

中世陶器に限らないが、いわゆる押印(スタンプ等)は消費遺跡で出土した遺物の生産地を特

定できる一つの手法となる(もちろん生産遺跡で確認されなければならないが)。

本遺跡出土の押印は前述のように現在までに58種類が確認できている。これら多数の押印のう

ちには消費遺跡で出土が確認されているものが少なからずある。以下、それらを略述してみる。

なお、主に報告書で拾いあげたため、報告書名を記したものもある。

加賀市では、西島遺跡より n-401が、永町ガマノマガリ遺跡より V-101が、敷地鉄橋遺跡よ

りIV-106が出土している。

小松市では、戸津町より n-211が(後述)、牧口中世墓より IV-101が(後述)、白江梯川遺

跡より II-201・231、IV-301が、佐々木アサパタケ遺跡より 1-201、II-201・411、m-201、

IV -101か102、IV-301、V-102・111が、古府遺跡より IV-401が、軽海中世墓より IV-101 

が(後述)、麦口中世墓より同じ IV-101が、浄水寺遺跡より II-301、V-101・102が出土し

ている。

能美郡辰口町では西部遺跡群中の徳久・荒屋E地区より II-301、下開発 E地区より V-102、

同G地区より 1-101・V-102が出土している。

内
宮

内
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石川郡鶴来町では白山遺跡・白山町墳墓遺跡より V-101が、八幡町遺跡より IV-104が出土し

ている。

石川郡鳥越村鳥越城跡より 11-201が出土している。

松任市の創崎遺跡より IV-401が、竹松C遺跡で 11-201が、小川小白山社跡より IV-101か102

が出土している。

金沢市の普正寺遺跡より昭和40年の調査でIV-104・301が、昭和57年の調査で 11-411、V

102が出土している。

鳳至郡門前町道下元町遺跡より V-102が出土している。

福井県坂井郡丸岡町の豊原寺遺跡より 1-101?、V-102・111が出土している。
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第27図戸津町出土聾実測図 (S=1/6) 
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3.押印をもっ遺物

本遺跡で確認された押印の消費遺跡での出土例を前述したが、その中で図上復元も含めて全体

の器形が判明しているものを略述してみる。

1 )戸津町出土費(第27図)

本資料は、表採であり十数片に割れていたが復元した結果、口径50.0叩を測る大聾である。底

径16.5叩、最大径72.0cm、器高74.5cmを測る。口縁部は、やや強く引き出し端部を上へ折り、押さ

えたもので下にはややはりだしている。分類としては費D，類と考えられるがD，類に近く、いわ

ゆる N字状口縁の前段階のものと考える。外面にはへラ状具によるあて痕が残り、下半にはタテ

ハケナデ痕が認められる。内面は指押さえ痕が残り、中央付近にはやはりへラ状具によるあて

(押さえ)痕が認められる。押印は n-211が認められ、押印部分の破片が少なく数は不明だが肩

部に16個位が押されていたと考えられる。

本資料は、昭和60・61年度に、近間強氏と氏が顧問の石川県立小松高等学校地歴部の活動とし

ての小松丘陵窯跡群分布調査により、戸津古窯跡群の向かいの丘陵裾で発見・採集されたもので

あり、氏の好意により小松市教育委員会に寄贈されたものである。

2 )牧口中世墓等出土聾・壷(第28図)

本資料は、両者とも完形である。 2は口径48.0cm、底径17.5cm、最大径74.0cm、器高69.0佃を測

る大費である。口縁部は、端部を上下に張りださせたもので、いわゆる N字状口縁の下側の張り

出しをさらに押えて、端部が垂直に立っている。分類としては費F類と考えられる。器高に対し

て胴部の張りが大きいため、全体にずんぐりしている。外面は胴部最大径部分にへラケズリ痕が、

その上にはナデ痕が認められ、全体にはタテハケ痕が残る。内面は丁寧な指押さえ痕が見られる。

押印はIV-101が認められ、 肩部に12個押されている。 1は口径15.4cm、底径12.0cm、最大径20.6

cm、器高33.0cmを測る中壷である。口縁部は、やや外へ引き出し、端部を押さえてまるみをもた

せ、やや下端を尖らせている。分類としては壷B2類に入るもので、いわゆる玉縁状口縁の前段

階と考えられ、 172に似ている。外面はタテハケ痕が認められ、内面頭部には指押さえ痕が残る。

押印は 2と同じく IV-101が肩部に認められ、 7個が等間隔に押されている。

2は、昭和30年代に耕地整理の際発見されたもので、現在市立博物館に収蔵されている。牧口

町にある牧姫塚と伝えられる場所よりの出土である。出土状況は、塚の下に凝灰岩の切石を組み

合わせて約1.5m四方の石の箱があり、その中に人骨がはいった本品があって、その上に少量の

木材と 14枚の土師質の皿が乗り、外部よりの水の侵入を防ぐ目的であろうが粘土で密封されてい

たとのことであった。

lは、その出自ははっきりしないが牧口町出土と伝えられるものであり、中に骨片が残りやは

り蔵骨器として転用されたものである。 2と同じ色調(灰色)であり 、押印も同じものであるの

で、同ーの窯の製品と推定され、湯土谷古窯跡のものと考えられる。
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3 )軽海中世墓出土聾(第29図)

本資料は、軽海中世墓の発掘調査により出土したもので、口縁から胴部下半中ほどまで接合で

きた。また、同一個体で底部より胴部下半までも接合できたもので、プロポーションは牧口中世

墓出土の大聾に似ているため、足りないところを図上復元してみた。口径46.0c皿、底径16.0cm、

最大径65.0cm、器高推定60.0cmを測る中聾である。口縁部は、引き出した端部を上へ折り、外側

面を押さえて下にやや張りださせたもので、端部は比較的厚ぼったい。端部内側には明瞭な凹が

認められ、また、外側面(縁帯)は内傾し、中ほどがやや凹んでいる。分類としては費 C2類と

考えるが、厚ぼったいN字形である。外面下半にはタテハケ痕がみられ、内面は指押さえ痕が残っ

ている。押印はIV-101が認められ、前述の牧口中世墓等出土の聾・壷と同じである。

第29図軽海中世墓出土費実測図 (S=1/6) 
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第 5章 まとめ

ここでは、中世加賀古窯の中での湯上谷古窯跡の位置づけの試案を呈示してまとめとしたい。

(1)加賀における資器系中世陶器は、発見当初よりの研究者である上野与一氏により加賀古陶

と命名され、小村と共に1984年に『加賀古陶』が刊行された。これはいままでの研究の集大成で

あり、基本文献としての価値は大なるものがある。その後、第 1章でも述べたが最近の分布調査

の進展により新たな発見がなされ、また、消費遺跡等の発掘調査例が多くなり、そこでの出土資

料の増加により研究も新たな段階に入った。

名称としては、前述した上野氏等の“加賀古陶"は、須恵器窯廃絶後から磁器窯創始直前に南

加賀で焼成された焼物の内、五を除いた窯業製品を指し、その定義を踏まえ、作見焼等を除外し

た楢崎彰一氏の分類による宣器系第 4類を“加賀焼"と呼称する研究者もいる。これは、同じ中

世窯の“越前焼" ・ “珠洲焼"に対してのものである。これらは製品をさす言葉であり、窯自体

を呼称することが不便と考えられるので、ここでは同じく責器系第 4類を正しくは“加賀古窯"

や“加賀古窯製品"と呼称する。しかし、いずれの場合も文章として短縮した場合や、口頭で述

べるときは“加賀"とすることが多いので、本書でも単に加賀と記述する場合もある。

( 2 )加賀古窯の編年については、 『加賀古陶』において第 I-V期に分類されている。第 I期

は奥谷 1号 窯(二ッ梨オクダニ窯)で平安時代末(12世紀後半)、第E期は那谷 1号窯(那谷カ

ナクソダニ窯)が鎌倉時代初(12世紀末-13世紀初)、小天王谷窯(那谷コテンノウダニ窯)が

鎌倉時代前半(13世紀前半)、第皿期は大天王谷窯(那谷ダイテンノウダニ窯)で鎌倉時代中頃

(13世紀後半)、第W期はカミヤ窯(那谷カミヤ窯)で鎌倉時代末から南北朝時代(14世紀)、第

V期はカマンダニ窯(西荒谷カマンダニ窯)で室町時代初(14世紀末-15世紀初)である。これ

らは、年代はともかくおおまかな流れとしては的を得ているものと考えられる。次以降に、本湯

上谷古窯跡の成果をふまえつつ、新たな出土資料も含めて一考してみたい。

( 3 )編年を考える上では器種分類等の総合的な判断が重要であるが、現段階ではできていない

ため、上記の編年もそうであるが、主に賓の口縁部の変化で概略述べてみたい。

本調査で出土した聾の口縁形態をA-H類に分類してみたが、相対的に見ればA類と B類が古

式に位置付けができると考える。上記編年の那谷カナクソダニ窯・那谷コテンノウダニ窯の H期

に相当する賓の口縁形態に比定できるものが存在する。また、 B類としたなかには、同じく上記

の那谷ダイテンノウダニ窯の皿期に相当するものに類似しているものも認められる。しかし、こ

のA・B類は量的には少なく、 C • D類が圧倒的な量を占めている。中でも特に、下への張り出
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し(垂れ下り)が強い C3類と D3類の比率が大きいので、本古窯跡の操業の盛期はこの頃と考え

られ、この盛期は上記の第W期の那谷カミヤ窯と一部重なるか次にくるものと考えられる。しか

し、上記の編年における第V期の西荒谷カマンダニ窯までは下らないと考える。

( 4 )以上のこと及び窯跡分布調査の進展による新知見を加えて、現在考えられている編年観を

試案として述べてみたい。

上記編年のV期 6群の窯跡より、本古窯跡・上荒屋ハカンタニ窯跡が発見され、また、那谷カ

ミヤ窯跡では新たな発見がなされたので、第 l~羽期に分けてみた。基本的には、上記編年をた

たきだいにしつつ第V期の西荒谷カマンダニ窯跡をvl期とした。その中で、第羽期の那谷カミヤ

窯跡については 5基の窯跡の存在が確認されている。出土している資料の中に明瞭になる N字状

口縁をもっ大聾の他に、 I 期~m期的な形態をもっ中小聾も認められる。また、内外面ハケ調整

の鉢が存在している。これは聾については未確認であるが、最近消費遺跡で出土しているハケ製

品との関連で重要な窯跡である。よって、カミヤ窯跡は第 I期から第W期までの窯跡群と考えら

れる。しかし、第 I期のうちでもオクダニ窯跡より後出性を感じる。本湯上谷古窯跡については

第H期に操業を開始し、第E期の中頃までは続き、その後不明確である(続いていた可能性が高

い)が、第W期の中頃に前出のカミヤ窯跡の操業期間に重複する形で操業が上向き、第V期で一

気に盛期を迎えたが、長続きせずに終息したと考えられる。上荒屋ハカンタニ窯跡は、本湯上谷

窯跡とは同一支群であり、聾はN字状口縁の最も発達した形態をもつことより、同じ第V期のな

かに入るものと考えている。

( 5 )本古窯跡の押印については、操業期聞が長いことも一因であろうが、一窯場で60種近くが

確認されていることは他に例をみないのではなかろうか。この押印のもつ意味はいろいろ推定で

きると考えるが、浅学な筆者には述べられないので、その他気付いた二三の点について述べてみ

fこし、。

加賀の押印は、第 I期から認められ、当初は斜格子のみである。それに花文が組み合わされ、

花文が単ーから複数花文となってし、く。また、組み合わされた斜格子も単線から複線となり複雑

な組合せへと変化していくと考えられている。前出のカミヤ窯跡よりカナクソダニ窯跡出土のも

のに近似している斜格子のみの押印が出土していて、このカミヤ窯跡が押印よりも E期までさか

のぼれることが言える。

湯上谷古窯跡では、この伝統的なノfターンもあるが、花文と格子を分画内に配置したものや、

幾何文風なもの、福子風や簾風なものの多種にわたっている。湯上押印 1-101・1I-101は那谷

カナクソダニ窯・同コテンノウダニ窯で確認されている押印に近似している。蛇足ではあるが、

H一101は色調等により聾A類の45と同一個体かそれに近いものと考えられる。

また、 V-101・102や301等は同じ蛮器系中世陶器である新潟の笹神窯製品の押印の意匠に近
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似している。 1-301は須恵器系中世陶器である珠洲法住寺 2号窯よりよく似たものが出土して

いる。

( 6 )その他、壷については、窯跡調査例が少なく、ほとんどが表採品であるので様相が不明確

である。本調査ではある程度まとまって出土していて、口縁形態により A-E類に分類したが、

それが時期差なのか、またはその他なのかは不明といわざるを得なかった。鉢の口縁形態につい

ても、 C類はやや新しし、かという感じ位の認識であり、今後の明確な器種分類に伴う総合的な観

察を行う必要性を痛感している。

( 7 )さて最後に編年に伴う年代観であるが、筆者の考えるところは、前出の『加賀古陶」のな

かで小村が述べていることと大差はなし、。現段階で最も古いと考えられている二ツ梨オクダニ窯

は、 12世紀の後半遅くとも末までには操業を開始したと考える。第W期の中頃までは13世紀代に

おさまり、本湯上谷窯の操業が本格的になったのは14世紀に入ってからと考える。上荒屋ハカン

タニ窯は14世紀の第 3四半期と考えられ、次には湯上谷窯とハカンタニ窯は操業が停止し、西荒

谷カマンダニ窯は同第 4四半期のなかでの開始で、おそくとも 15世紀の初めには停止した(加賀

古窯の終罵)と考えているが、このカマンダニ窯は、あまりにも越前を意識している傾向が強い

ため、あるいはもうすこし下がる可能性もあると考える。なお、このカマンダニ窯の出土資料の

中に、 E期的な斜格子のみの押印が認められるが、これは遺物を発見・採集した経緯及び保管・

移動のなかて、の混入とも考えられなくもないので、この解明は今後の調査等にゆだねたい。

-46-



番号 器種 法畳(咽) 器面調整等 胎 土 色調 ・焼成 出土地点 備 考

6図
内外口縁部ヨコナデ 5 mm大の小石若干含む 内外とも淡檀灰

雪量 口径69.2外へラ ケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色 色 A5-4 
内指押え後ヨコナデ 粒 ・砂粒多く含む -良好

内害口縁ケ部ズヨコナデ 4 -5 mm大の小石若干含む 灰外色暗灰色、 a 部 肩部にへラに

" 外へラ リ後ヨコナデー よる 3条の沈
M 口径67.3 2 mm以下の白色砂粒・黒色 A 4 -1 

2 部内指ヘ押ラえに後よるヨコケズリ、 粒 ・砂粒含む 内・精良赤好灰色 線し及(び?)へ痕ラ刺
ヨコナテ'

" 
外ヨコナデ 2 -3 mm大の小石 ・石英粒 外黄褐色 B2-3 

" 口径76.2内口縁部ヨコナデ-指押え やや含む、 2mm 以下の白色 内灰縄色
3 

後ヨコナデ 砂粒 ・黒色粒やや多く含む -良好
B3-4 

外ヨコナデ・指押え ・ヘラ 5四位の白色粒 ・石英粒や
B3-2-4 

" 内外とも灰色 B4-3 C5-2 
" 口径57.4ケズリ ・ナデ や含む、 1mm以下の くろい 押印n4 1 2 

4 
内指押え後ヨコナデ ろ粒 ・砂粒含む

-良好 C3ー 1-3
C 6 -1 D3-2 

" 外ヨコナデ
5皿大の小石若干含む

内外とも灰色 A3-4 
" 口径52.7 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色

5 内ヨコナデ・指押え
粒 ・砂粒やや含む

-良好 B 1 -2 

" 
内外口縁部ヨコナデ 4皿回大の小石やや含む 内外とも淡赤灰

M 口径50.5外へラケズリ後ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒・黒色 色 B4-3 
6 

内指押え後ヨコナデ 多く含む -良好

7図
内外口縁部ヨコナデ 5 mm大の小石若干含む

内外とも灰色
" 口径50.7外ヘラケズリ後2条の凹線、 1 m回以下の白色砂粒 ・黒色 C3-1 

7 
内指押え後ヨコナデ 粒やや多く含む

-不良

" 
内外口縁部ヨコナデ 5 mm大の小石若干含む

内外とも黄白色
" 口径50.8外ヘラ ケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 A3-4 

8 
内指押え後ヨコナ デ 粒含む

-不良

M 
外ヨコナデ 2 -5 mm大の小石 ・石英粒 A4-4 A5-3 

" 口径67.0内口縁部ヨコナデ ・指押え 若干含む、 1mm以下の白色 押印IV3 0 1 
9 

後ヨコナデ 砂粒・黒色粒やや含む 色・良好
B5-1-3 

" 外口縁部ヨコナデ 1mm大の白色砂粒・黒色粒や
外紬線)灰、色内黒(灰自然縄 A4-4 

" 口径76.2 B4-2 
10 内丁寧なヨコナデ や含む

色・良好 B5-1 

" 
内外口縁部ヨコナデ 2 -5 mm大の小石 ・石英粒 外灰褐色 B3-3 

" 口径77.0外タテハケナデ 若干含む、 1mm以下の白色 内黄灰褐色
11 

内指押え後ヨコナデ 砂粒 ・黒色粒やや含む -良好
B4-3 

8図
" 口径54.4内外ともヨコナデ

0.5岡田以下の白色砂粒・黒 内外とも灰色 B7-3 
12 色粒若干含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ 4四位の小石若干含む

外淡青灰色
" 口径52.1外ヘラケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 B3-4 

13 
内指押え後ヨコナ デ 粒含む

内暗縄色

" 口径64.6
内外口縁部ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰褐色 C3-1 

" 14 外ヘラケズ 1)、内指押え 粒含む -良好 C3-3 

" 
内外口縁部ヨ コナデ 5 mm大の小石やや含む

内外とも灰色
" 口径48.9外タテハケ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 表採

15 
内指押え後ヨコナデ 粒やや多 く含む

-良好

" 外ヨコナデ
5m回大の小石 ・石英粒やや B4-4 B6ー 1

" 口径56.0 含む、 1mm以下の黒色粒 ・ C4-4 
16 内ヨコナデ・指押え

砂粒含む 内・灰良色好 C5ー 1・2

|外内外指押口縁え部・ヨコナデ A 5 -1 B 4 -4 
" ヨコナデ ・へラ 3 mm以下の白色砂粒、 1mm 内外とも灰色

" 口径52.4 C3ー l C 4 -4 押印n4 1 2 
17 

|内ケ指ズ押リ後え後ヨコナデ
以下の黒色粒含む -良好

ヨコナデ
C 5 -2 

" 
外ヨコナデ 4 mm位の小石やや多く 含む、

内外とも灰色
" 口径59.7内口縁部ヨコナデ ・指押え 2岡田以下の白色砂粒 ・黒色 C6-1 

18 
後ヨコナデ 粒含む

-良好
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番号 器種 法量(叩) 器面調整等 胎 土 色調 ・焼成 出土 地 点 備 考

|外内外へ口ラ縁ケ部ズヨリ コナデ 5 mm大の小石若干含む 内外とも淡青灰
9図 • 口径63.1

後ヨコナデ
2 mm以下の白色砂粒・黒色 色 A5-4 

19 |内・指タ押テえハ後ケ後ヨヨコナデ 粒・砂粒含む -良好コナデ

" 
l外タ口テ縁ハ部ケヨナコデナデ-指押え ・

3 mm以下の白色砂粒、 1mm 
内外とも淡黒灰 B2-4 

20 " 口径55.8
内デ口・指縁押部えヨコナデ・ヨコナ 以下の黒色粒含む

色 B3-1 押印II4 1 2 
-良好 C 3 -1・2

M 
内外口縁部ヨコナデ 3 mm大の小石若干含む

内外とも灰褐色
" 口径55.7外へラケズリ後ヨコナデ 1 m回以下の白色砂粒 ・黒色 B 1 -4 

21 
内借押え後ヨコナデ 粒多く含む

-良好

" 
外ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰褐色
B3ー l

" 口径59.9内口縁部ヨコナデ -指押え C 4 -4 
22 

後ヨコナデ
粒含む -良好

C5-1 

M 
外ヨコナデ

2m回以下の白色砂粒 ・黒色
外灰色(自然冊、

" 口径49.9内口縁部ヨコナデ -指押え 内灰褐色 A4-1 
23 

後ヨコナデ
粒含む

-良好

" 
内外口縁部ヨコナデ 3 mm以下の白色砂粒・石英

内外とも灰色
" 口径52.8外へラケズリ後ヨコナデ 粒含む、 1mm以下の黒色粒 C6ー l

24 
内指押え後ヨコナデ やや含む -良好

" 
外ヨコナデ 5 -7 mm大の小石若干含む

C3ー l
" 口径57.1内口縁部ヨコナデ .t旨押え 2 mm以下の白色砂粒、 0.5

25 
後ヨコナデ 回以下の黒色粒含む 内・灰良色好

ミソ

" 
内外口縁部ヨコナデ 2 -5 mm大の小石若干含む 外淡灰褐色 B3-4 

" 口径54.7外ヘラケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内灰褐色 C3-2 
26 

内指押え後ヨコナデ 粒含む -良好 C 4 -2 

" 口径53.7内外ともヨコナデ
0.5mm以下の白色砂粒・黒 内外とも灰色

" C3-3 
27 色粒若干含む -良好

" 内外口縁部ヨコナデ
4 mm大の小石若干含む 淡外明緑褐灰色色((口自縁然部勅〕)・

" 口径54.5 1 mm以下の白色砂粒・黒色 表採
28 内f旨押え後ヨコナデ

粒含む 内・燈良掲好色

" 
内外口縁部ヨコナデ 6 mm大の小石若干含む 内外とも淡背灰 B4-3 

" 口径50.3外へラケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 色 押印 12 0 1 
29 

内指押え後ヨコナデ 粒やや含む -良好
B 5 -1 

|内外外へ日ラ制ケズヨコナデ
" 口径61.4

')・タテハケ後 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色 B 7 -1・3
" 30 

|内ヨ指コ押ナえデ後ヨコナデ
粒含む -良好 CI-2 

M 内外口縁部ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色
外灰白色(自然

" 口径65.5 納入内灰色 B4-3 
31 内指押え後ヨコナデ 粒含む

-良好

" 
外ヨコナデ 2 -5 mm大の小石若干含む 外緑灰色(自然

B5-2・4
" 口径50.0内口縁部ヨコナデ・指押え 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 粕)、内淡灰色

32 
後ヨコナデ 粒含む -やや良好

C6-1 

" 内外口縁部ヨコナデ
3 -5 mm大の小石若干含む |外紬淡)、緑内灰口色縁(部自然明

" 口径52.4 1 mm以下の白色砂粒・黒色 A5-3・4 抑印V1 0 2 
33 内指押え後ヨコナデ

粒含む 黄・縄良色好(自然紬)

11図 内外口縁部ヨコナデ
2 -5 mm大の小石・石英粒 B5-4 

" 口径62.0 若干含む、 1mm 以下の白色 C 5 -1 押印V1 06 
34 内指押え後ヨコナデ

砂粒 ・黒色粒含む 内・良淡灰好褐色 D3-2 

" 内外口縁部ヨコナデ
3 mm大の小石 ・石英粒若干

内外とも灰褐色
" 口径50.8 含む、 lmm以下の白色砂粒 ・ A3-4 

35 外ヘラケズリ後ヨコナデ
黒色粒やや多く含む

-良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

1回以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰色
36 

M 口径49.2外ヘラケズリ後ヨコナデ
粒含む -良好

B4-3 
内指押え後ヨコナデ
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番号 器種 法量(叩) 器面調繋等 胎 土 色調・焼成 出土地点 備 考

11図
外ヨコナデ 5m田大の小石若干含む 内外とも青灰色

聾 口径51.5内口縁部ヨコナデ -指押え 2 mm以下の白色砂粒、 1mm (外自然粕) B3-3 
37 

後ヨコナデ 以下の黒色粒含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ 4 mm位の小石若干含む 内外とも明褐色

" 口径66.2外へラケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色 (自然粕〕 ミゾ
38 

内指押え後ヨコナデ 粒含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒
外灰白色

" 口径49.1外ヘラケズリ後ヨコナデ 内灰色 ミゾ
39 

内指押え後ヨコナ デ
0.5mm以下の黒色粒含む

-良好

" 口径63.4
外ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも明褐色

" A3-3 ゆがみあり
40 内口縁部ヨコナ デ -指押え 粒含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

1mm以下の白色砂粒 ・黒色
外灰縄色

M 口径59.3外ヘラケズ 1)後ヨコナデ 内淡青灰色 B2ー l
41 

内指押え後ヨコナデ
粒やや多く含む

-良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

3 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰縄色
" 口径67.1外へラケズリ後ヨコナデ 表採

42 
内指押え後ヨコナデ

粒含む -良好

12図
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色 BI-4 
" 口径49.1 外指押え(ワ)

43 
内指押え後ヨコナデ

粒含む
内・灰良色好

B7-2 

" 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰白色
" 口径49.9内外口縁部ヨコナデ ・指押 A5-4 

44 
え後ヨコナデ

粒 ・砂粒やや多く含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色
外淡褐色 A4-1 

" 口径40.2外指押え(? ) 内灰褐色
45 

内指押え後ヨコナ デ
粒含む

-良好
表採

内外口縁部ヨコナデ 2 mm大の小石 ・石英粒若干 外淡青灰色、内外明
" 口縁部及び A4-3 

" 口径47.8外へラケズリ後ヨコナデ 含む、 0.5回以下の白色砂
46 

内指押え後ヨコナデ 粒 ・黒色粒含む 褐・色良好
A5-3 

M 

口径44.7内外ヨコナデ
1 mm以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰白色， A3-4 

47 粒含む -良好

" 
外ヨコナデ

" 口径42.6内口縁部ヨコナデ -指抑え 1 mm以下の白色砂粒含む B6-1 
48 

後ヨコナデ (・自良然好勅)

" 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
i勧外)緑、一地部灰、(白目色然

" 口径35.2内口縁部ヨコナデ・指抑え 表採49 
後ヨコナデ

粒やや多 く含む
内?良淡灰好褐色

" 
内外口縁部ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒 |外軸)育緑・色淡青(灰自然色

" 口径36.2外へラケズリ 0.5mm以下の黒色粒やや多 A3-4 
50 

内指押え後ヨコナデ く含む 内・淡良灰好褐色

" 
外丁寧なヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色
" 口径47.9内口縁部ヨコナデ ・指抑え B4-3 

51 
後ヨコナ デ

粒含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色
粕外淡)緑、一色部(灰自然白

" 口径45.9外へラケズリ B3-4 
52 

内指押え後ヨコナデ
蛇含む 色・、良好内淡灰褐色

" 
外ヨコナデ 4 mm大の小石若干含む 外灰白色

" 口径47.4内口縁部ヨコナデ .r旨押え 2回以下の白色砂粒、 1mm 内灰褐色 A2-4 
53 

後 ヨコナデ 以下の黒色粒やや含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ 5 mm以下の小石・石英粒や

内外とも灰色M 口径48.0外ヨコナデ後ハケナデ -仮 や含む、 1m出下の白色粒 ・ A2-3 
54 

状具によるケズリ 黒色粒含む
-良好
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番号 器種 法量(咽) 器面調整等 胎 土 色調・焼成 出土地点 備 考

13図
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
外緑灰色(自然

55 
聾 口径45.3外ヘラケズリ

粒含む
紬)、内灰色 B4-4 

内指押え後ヨコナデ -良好

" 外口縁部ヨコナデ・指押え
5 mm以下の小石 ・石英粒や 外緑灰色(自然 B3-3・4

" 口径46.0 や含む、 l回以下の白色砂 粕)、内灰色 C3ー l 押印n4 1 2 
56 内ヨコナデ・指押え

粒・黒色粒 ・砂粒やや含む -良好 C4-4 

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色 A3-4 
" 口径37.5外タテハケ後ヨコナデ

57 
内指押え後ヨコナデ

粒含む -良好 B6-3 

" 
外口縁部ヨコナデ・タテハ 3 mm以下の石英粒やや含む、 外灰色 A3-3 

" 口径47.8ケ 1 mm以下の白色砂粒・黒色 内淡灰褐色 B3-3 
58 

内指押え後ヨコナデ 粒含む -良好 C3ー l

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
外淡青灰色

" 口径43.8外タテハケ後ヨコナデ 内灰色 C3-2 
59 

内指押え後ヨコナデ
粒含む

-やや良好

" 1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも淡青灰 B5ー l

" 口径45.5内外ヨコナデ 色
60 粒含む

-良好
B6-1 

M 
内外口縁部ヨコナデ 4 -5m回大の小石やや多く

内外とも灰色
A2-3 B2-4 

" 口径48.9外ヘラケズリ後ヨコナデ 含む、 2m叫以下の白色砂粒 ・ B3-4 B 4 -4 
61 

内指押え後ヨコナデ 黒色粒やや多く含む
-良好 C3-1・3

" 
内外口縁部ヨコナデ 4 mm大の小石若干含む

内外とも灰色
" 口径47.2外タタキ(ヨコ) 1 mm以下の白色砂粒・ 黒色 ミゾ

62 
内指押え後ヨコナデ 粒含む

-良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

0.5回以下の白色砂粒・黒色
|外粕)暗緑、一色部(灰自然白

" 口径47.6外へラケズリ 表採
63 

内指押え後ヨコナデ
粒含む 色・、良好内灰白色

" 
内外口縁部ヨコナデ 3 mm以下の白色砂粒・石英

内外とも背灰色
" 口径36.2外へラケズリ後ヨコナデ 粒やや含む、 0.5mm以下の D 4 -1 

64 
内指押え後ヨコナデ 黒色粒含む

-良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
外灰白色 A2-5 

65 
M 口径38.3外ヘラケズ 1)後ヨコナデ

粒含む
内灰縄色 B 1 -4 

内指押え後ヨコ ナデ -良好 B 2 -1 

" 
内外口縁部ヨコナデ

3胴以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色
B5-4 

" 口径48.0外へラケズリ後ヨコナデ C 5 -1 
66 

内指押え後ヨコナデ
粒若干含む -良好 D3-2 

14図
内外口縁部ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色 内外とも明褐色
" 口径45.8外へラケズリ後ヨコナデ ミゾ

67 
内指押え後ヨコナデ

粒やや含む -良好

M 
内外口縁部ヨコナデ 1回以下の白色砂粒含む 外灰白色

" 口径40.4外へラケズリ後ヨコナデ 0.5mm以下の黒色粒やや含 内灰縄色 A2-4 
68 

内指押え後ヨコナデ む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

0.5回以下の白色砂粒・黒
外灰色

69 " 口径44.7外ヘラケズリ後ヨコナデ
色粒やや含む

内明褐色 B4-3 
内指押え後ヨコナデ -良好

" 口径36.4
内外口縁部ヨコナデ I mm以下の白色砂粒・黒色

外灰淡色青(灰自然色粕・緑) 
押印V1 0 2 " B3-3 

70 内ヨコハケ・へラケズリ 粒多く含む
内・淡良灰好悔色

" 内外口縁部ヨコナデ
5 mm位の小石やや多く含む、 外灰色 (醐冊、

" 口径39.9 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内灰色 B4-3 
71 内指押え後ヨコナデ

粒やや多く含む -良好

やきゆがみの

" 口径36.6
外ヨコナデ I mm以下の白色砂粒・黒色

表採
ため若干小さ

" 72 内指押え後ヨコナデ 粒やや含む
粕・良)好 あくなり る可能性

n
U
 

F

、u



醤号 器種 法量(叩) 器面調整等 胎 土 色調 ・焼成 出土地点 備 考

14図
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色
部内外緑t灰k色色、(外自一然 A5-4 

73 費 口径47.8内指押え後ヨコナデ ・ヘラ
粒含む

事・由)良好
C3ー l

(フ)によるヨコナテ' C6-1 

N 
外ヨコナデ

l回以下の白色砂粒 ・黒色
内外とも淡青灰

B2-1 
M 口径41.1内口縁部ヨコナデ-指押え 色

74 
後ヨコナデ

粒若干含む
-良好

C 1 -2 

口径35.0
内外口縁部ヨコナデ 3 mm以上の小石・石英粒や 外一緑部灰黄色褐(色自然、内粕黄λ 押印IV1 0 6 

N 底径16.7 A5-4 B3-4 
N 外ハケナデ や含む、 1mm以下の白色砂 やきゆがみ激

75 長器高大554.8 内板状具による押え 粒・黒色粒やや多く含む 褐・色良(好自然勅) B4-3 
しい

5.0 

N 
内外口縁部ヨコナデ

3 mm以下の白色砂粒 ・石英
外灰色

N 口径41.5外ヘラケズリ後ヨコナデ 内灰褐色 B3-3 
76 

内指押え後ヨコナデ
粒 ・黒色粒・砂粒含む

-良好

底口径径318855 外内外タ口テ縁ハ部ケナヨコナデ |外部灰淡色黒灰色、 一 B3-4 
15図

M 
デ ・ヘラケズ 1 m回以下の白色砂粒 ・黒色

C3-1， 2 押印IV2 0 2 
77 最器大高6520 

|内指押え後ヨコナデ
粒含む

内・灰良好色
9.2 

C4-3 

N 
内外口縁部ヨコナデ 4 mm大の小石若干含む 内外とも淡青灰

N 口径41.4外ヘラケズリ後ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒・黒 色 C6ー l
78 

内指押え後ヨコナデ 色粒含む -良好

N 内外口縁部ヨコナデ 2回以下の白色砂粒 ・黒色
外灰白色 A4-2 A6-3 

M 口径45.9 内褐色 A5-1-3 
79 内指押え後ヨコナデ 粒やや含む

-やや良好 C 1 -2 

N 
内外口縁部ヨコナデ 4 mm大の小石を含む

内外とも灰褐色
N 口径43.7外ヘラケズ IJ後ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色 A4ー l

80 
内指押え後ヨコナデ 粒含む

-良好

M 
外ヨコナデ

0.5mm以下の白色砂粒・泉
軸外灰)緑、一色部(灰自然褐、

N 口径39.7内口縁部ヨコナデ -指押え C3-1 
81 

後ヨコナデ
色粒含む 色・、良好内灰褐色

N 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色
内外とも明賞褐

N 口径48.0内外口縁部ヨコナデ 色 ミゾ
82 粒 ・砂粒含む

-良好

N 
外ヨコナデ 3 -5 mm大の小石若干含む、

内外とも灰色N 口径40.2内口縁部ヨコナデ -指押え 11間以下の白色砂粒、 0.5 ミゾ
83 

後ヨコナデ mm 以下の黒色粒含む
-やや良好

N 
外ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色
外灰色

N 口径35.0内外口縁部ヨコナデ・指押 内淡灰褐色 B3-4 
84 

え後ヨコナデ
粒・砂粒含む

-良好

16図
N 口径42.6

内外口縁部ヨコナデ 0.5mm大の白色砂粒 ・黒色 B3-3 
押印IV1 0 1 

85 内指押え 粒やや含む
内・外良好自然粕 C3ー 1

N 
内外口縁部ヨコナデ 3 mm大の小石 ・石英粒若干 外縁灰色(自然

N 口径40.3外ヘラケズリ後ヨコナデ 含む、 1mm以下の白色粒 ・紬)、内淡青灰色 B 2ー l
86 

内指押え後ヨコナデ 黒色粒含む -良好

5m回大の小石若干含む |部向属車医黄州掲色・躍制匝色 A3-3 
N 内外口縁部ヨコナデ 色(自

N 口径39.0 1 mm以下の白色砂粒・黒色 C3ー l 押印 II2 1 1 
87 内指押え後ヨコナデ

粒含む 県・軸良)好 B 2 -1・2

N 

口径46.6内外ヨコナデ
1 mm以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰白色

N C3-1 
88 粒含む -不良

N 
内外口縁部ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色
N 口径42.6外ヘラケズリ後ヨコナデ 表採89 

内指押え後ヨコナデ
粒やや多く含む

内・黄良縄好色

M 

口径45.9
内外口縁部ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色

l外軸緑)灰・色一部(灰自色然、
B4-4 やきゆがみあ

N 

90 内指押え後ヨコナデ 粒やや多く含む
内・灰良色好

C4-4 り

51 



番号|器種|法量(回)I器面調整等|胎 土|色調 ・焼成|出 土 地 点

1 1 1 コナデ 1， __，..'-r-........rL.b.r.I.....，. EElb..1外緑灰色(自然|16図1..1~ {v .t..，..， I~~ ;，~:m-.--t__.__:=_~_~.fm ll 凹以下の白色砂粒 ・ 黒色1~7'^~~~~1|蔓|口径43.31 内外口縁部ヨコナデ・指押 I~:IY:!.~~[:::J[=.1V1".!L -m<t::.1給)、内灰白色1B 4 -3 91 I :K Il_q~~v.vl~l:':~~U~":~-"" 1ElJTI粒多 く含む 1 1Ul~~_/. ]'A.l-I C.I 
I Iえ後ヨコナデ | 卜良好

1外縁灰色 (自然
外ヨコナデ 1， __I"I--r........rL.T.rd，.，..，. _ wa.1 I .. I .-.-:Vnn n I~'::'~~: _ '--， #-:4m.= 11 回以下の白色砂粒・黒色|粕)・ 一部灰色11 " 1 口径38.21 内口縁部ヨコナデ ・指押え I.~~Y:~:~L::lc:.V'，...!L -~c:. I~~~~ þ' PW^ c:. 1 A 4ー 192 1 1 ~=uu'.1 他 |粒多く含む |内赤褐色 | 後ヨコナデ 1 ，~ ~ ，~ - l' ， .~ ~:;~ 1 

| |・良好 | 

I J ...J- .........I. ，.~-r.A.. ..，.，外灰白色 ・ 一部|
内外口縁部ヨコナデ 14 mm大の小石若干含む I:;'~~ ~c-~IJI 

I ~ Lmu~"~:;" ，!':~~T~，~~ EElb.1緑灰色(自然靴、 1A 4 -1 1 " 1口径40.61外へラケズリ(タテ) 1 2 mm以下の白色砂粒・黒色I=~~~~~'mw， I 93 I 1~ u:~v.vl::..':~~~:~':_':~，' I.:':~~":~~ILT".!L 1mc:.]内淡灰褐色 1 A 5 -4 
内指押え後ヨコナデ |粒やや多く含む 1'.良好 | 

外緑黄色(自然柏0・1
内外口縁部ヨコナデ I 1 __t"I""""'C'........rLtT.LI..:I: _ EDa l/r_~~";.~;:;.~TIU~ 1 I ..I r-t -:v .t "nl~}/_r，:，~ ':!_~ --- /" 11 皿以下の白色砂粒 ・黒黒|一部淡青灰色、内 1B 2 -1 1 " 1口径46.21外ヨコナデ I ~::~~. V-'l-I c:.lV1"..!l.. m<:1mI ... k=~~'^ c.， rl l 94 I 11-Il::t"1u"i ~~.~ ~ ，，~_ _ _ ， _，色粒含む |淡青灰色 1 B 5 -4 
内指押え後ヨコナデ I c:.'ULO'U II~~/~L. 

| |・良好 | 

ヨコナデ 1， __，"'，-r"........ ，.L，a...LI.."" _ IDb......，.1外灰褐色 | 1 " I~<v ， nnl::.':'::;'~~_ ， _. 11冊以下の白色砂粒・黒色粒I~~!:~ I B 3 -2 
95 1 " 1口径40.01内口縁部ヨコナデ |多く含む |内黄褐色 1 B 3 -3 

I I I外指押え後ヨコナデ 1::>'" '¥ o 'U ・良好 l 

備考

17図1" 1口径23.21内外ヨコナデ
96 

|外縁灰色、内漉
四位の石英粒やや含む | 

|緑灰色、内外自0 .5mm以下の白色砂粒・黒I=~ c:.， "]/f'tj I B 2 -3 
|然軸

色粒含む | 
い良好
|外淡緑灰色、内

1 mm以下の白色砂粒・黒色|緑灰色、内外自 IA2 -3 
粒やや多く含む |然勅 1 B 2ー l

い良好
|外黄緑灰色(自然飢

11 I .. I r-t-:Vnn n I内外口縁部ヨコナデ 11 mm 以下の白色砂粒・黒色l内黄灰褐色・一部黄l
| ぁ |口径22.01~~~~~~:: -'L~' 1.~::~~:-: L-I c:.lU"".!L zm c:. I~~::':'c~L.~， UfJRI B 3 -4 98 1 1 ~="".u 1内指押え後ヨコナデ |粒やや含む |緑色(自然軸)
| 1 1 ・良好 | 

1 1外 ヨコナデ I ， __，' r -r "" ，.L， Q.. I:，I.*""， ~ EB Q.. I 0+. hJ L I rr. Q.. I . .I......~ .，^^I~.:~~:_ . _ _~ ...... ~-= I lmm以下の白色砂粒・黒色 | 内外とも灰色 IA 3 -3 1 " 1 口径30.21内口縁部ヨコナデ・指押え I *~::::~ I w.....~~ 'tT，~ ~L:.o l r~J~ Z; V'.A~ 99 I I l-I 1:I:.vv.~ I~.:~~Q.I:':'~ _'.I.1 la:llT"-1粒含む |・良好 1 B 2 -1 
後ヨコナデ I'~C""'" ，i.>C7>J 

1 .. I ~ ，vncnl 内外口縁部ヨコナデ1 " 1口径25.8197 1 1 '_'l.r."U.U 1内指押え後ヨコナデ

押印 n2 1 1 
やきゆがみ激
しL、

押印n2 1 1 

， 1口押』事24.21内外口縁部ヨコナデ
100 内指押え

1 DiI26.41内外口縁部ヨコナデ101 I " 口径26.4内ヨコナデ

内外口縁部ヨコナデ

1021 " 1口径29.31外へラケズリ後ヨコナデ
内指抑え後ヨコナデ

内外口縁部ヨコナデ

1031 " 1口径24.21外へラケズリ後ヨコナデ
内指伺え後ヨコナデ

内外口縁部ヨコナデ

1~41 " I口径30.81外ヘラケズリ後ヨコナデ
内指押え後ヨコナデ

内外口縁部ヨコナデ

1~51 " I口径31.91外へラケズリ後ヨコナデ
内指押え後ヨコナデ

|内外とも灰白色・
2 mm以下の白色砂粒 ・黒色|一部明褐色(自I ba~~fl re;rt::: ¥ tj I C 3ー l
粒含む |然粕)

|・良好
|外淡緑灰色、内緑m位の石英粒やや含む | 
|灰色・一部緑灰褐1

0.5mm以下の白色砂粒・黒1~~Ao::=~~1
|色(全自然粕) 1 色粒やや含む I ~:;:-# .. ;I:(.1'rmJ I 
l-良好 | 

|内外とも灰白色|
1 mm以下の白色砂粒・黒色I~~~L.Z~'^ L.J ~I 

1 (自然勅)表採粒含む | l 

|・良好

|外灰白色内明褐
5四国大の小石若干含む I~'~~~~~~I 

|色内外口縁部明 1B 3 -3 
1 mm以下の白色砂粒・黒色I~~:~~::~Ir/J I 

|褐色(自然勅) 1 C 2ー l
粒含む | | 

|・良好 | 

|内外とも明褐色|

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色|内外口縁部自然!|ιIA  5 -3 
粒含む |勅 ' 

三皇且

2 mm以下の白色砂粒・黒色|内外とも灰色Ir ]~~~'^ C. IA6-4 
粒含む |・良好

の
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l外灰白色
1 mm以下の白色砂粒 ・黒色|

|内褐色
粒含む | 

l・良好
表採

l外灰色、内線灰
l回以下の白色砂粒・黒色|

|色(臼然軸) IB4-3 
粒含む | 

l・良好
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番号 器種 法量(四) 器面調整等 胎 土 色調・焼成 出土地点 備 考

外口縁部ヨコナデ・タテハ 1 mm以下の白色砂粒・石英
17図
109 

聾 口径34.5ケ 粒・黒色粒・砂粒やや多く
内・種良褐好色

表採
内ヨコナデ・指押え 含む

" 口径29.4
内外口縁部ヨコナデ 1 m回以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰色

C3-1 " 110 内指押え後ヨコナデ 粒多く含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰色
" 口径25.3外ヘラケズリ後ヨコナ デ C3-3 

111 
内指押え後ヨコナデ

粒 ・砂粒含む -良好

" 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
内口外縁明部褐灰色白、 外色

" 口径26.8内口縁部ヨコナデ-指押え C3-1 
112 

後ヨコナデ
粒含む (・自良然好柚)

18図
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色 内外とも灰色
" 口径34.6内口縁部ヨコナデ ・指押え C3-1 

113 
後ヨコナデ

粒・砂粒含む -やや良好

" 
内外ロ縁部ヨコナデ 3皿大の小石・石英粒若干 内外とも淡青灰

" 口径27.1外へラケズリ後ヨコナデ 含む、 2m叫孔下の白色砂粒・ 色 C3-3 
114 

内t旨押え後ヨコナデ 黒色粒含む -良好

" 内外口縁部ヨコナデ
3 mm大の小石・石英粒若干 外褐h色k、白色内、外内口赤縁

" 口径33.5 含む、 1mm以下の白色砂粒・ C3-4 
115 内指抑え後ヨコナデ

黒色粒含む 部・良自然好軸

内内外外口とも灰色
" 口径30.1

内外口縁部ヨコナデ 2皿以下の白色砂粒・黒色 縁部自然
C3-2 " 116 内指押え後ヨコナデ 粒やや多く含む

紬・良好

" 内外口縁部ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色
外内濠黄緑茶灰色色・(口自縁然部紬黒)、

B3-3 C2-2 
押印N1 06 

" 口径29.8 やきゆがみあ
117 内f旨押え 粒・砂粒多く含む 緑・色良(好自然紬) 表採

り

" 内外口縁部ヨコナデ
3 mm大の小石・石英粒若干 外灰色

M 口径22.8 含む、 1mm以下の白色砂粒・ 内赤褐色 A5-3 
118 内指押え後ヨコナデ

黒色粒含む -良好

" 
内外口縁部ヨコナデ 5-7聞の小石若干含む、 |内内外外口と縁も部明褐自色然

" 口径30.3外へラケズリ後ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒・黒色 C3ー l
119 

内指押え後ヨコナデ 粒含む 軸・良好

" 
内外口縁部ヨコナデ 4 mm大の小石・石英粒若干|内内外外口と縁も部明褐自色然

" 口径29.2外へラケズリ後ヨコナデ 含む、 2mmy_.(下の白色脚立・ A3-4 
120 

内指押え後ヨコナデ 黒色粒含む 粕・良好

内外口縁部ヨコナデ 1 -2 mm位の石英粒若干含!縁外淡部緑淡灰緑灰色、色内・黄ロ
" 押印皿 20 1 

" 口径21.0外ヨコナデ む、 1mm以下の白色砂粒・ B3-4 
121 

内指押え後ヨコナデ 黒色粒やや含む 褐.色良好全て自然勧 (ヲ)

" 口径25.8
内外口縁部ヨコナデ 0.5岡田以下の白色砂粒・黒

|外内縁口灰縁部色緑(白灰州色()自、
ミゾ

122 " 内指押え 色粒やや含む

I附外粕・灰)良好・白・齢色一部褐(色明自然褐

" 
内外口縁部ヨコナデ 5 mm大の小石若干含む

" 口径26.6外へラケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色 B3-3 C3-1 
123 

内指抑え後ヨコナデ 粒含む 色・、良好内明褐色

" 口径21.0
内外口縁部ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・石英

再(自日艶量軸揮)貰、内輯口hkltE軍・輯属h医k~色
" C2-1 

124 内f旨押え後ヨコナデ 粒・黒色粒やや多く含む (自.層良、軸好)・黄庇掲色

" 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも淡青灰

ミゾ
" 口径25.1 内口縁部ヨコナデ・指押え 色

125 
後ヨコナデ

粒含む
-良好

埋土

" 内外口縁部ヨコナデ
1 -2 mm大の小石・石英粒 舛部轟自緑灰色色(、自内黙法柚黄)緑・一色

" 口径19.0 やや含む、 1mm以下の白色 表採
126 内指押え・ヨコナデ

砂粒・黒色粒やや多く含む n自無良紬好)・一部褐色

53 



番号 器種 法量(叩) 器面調墜等 胎 土 色調 ・焼成 出土地点 備 考

18図
聾 口径28.2

内外口縁部ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒|糊内口縁部帥淡緑棚灰色、
D3ー l

127 内指押え後ヨコナデ 色粒・砂粒やや多く含む (1自良然好軸)・淡灰色

H 内外口縁部ヨコナデ顕著
2 mm大の石英粒やや含む

H 口径24.4 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 A5-1 
128 内指押え後ヨコナデ

粒やや含む 一・部良黒好灰褐色

H 

口径24.2内外口縁部ヨコナデ
0.5mm以下の白色砂粒 ・黒|外灰色口制(自然灰紬白)色、内緑漉

H C3-3 
129 色粒やや多 く含む 緑・灰良色好(自然紬)

" 
内外口縁部ヨコナデ 3 mm大の小石若干含む

内外とも灰白色
H 口径27.0外ヘラケズリ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 D3-1 押印 I3 0 2 

130 
内指押え後ヨコナデ 粒やや含む -良好

" 口径31.2
内外口縁部ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色

|外色灰、色内、外内口縁明部褐
B2-1 やきゆがみあ

H 

131 内指押え後ヨコナデ 粒多く含む
自・然良軸好

B 4 -4 り

19図
内外口縁部ヨコナデ 4 mm位の小石若干含む |内内外外口と縁も灰部白自色然

H 口径32.0外へラケズリ後ヨコナデ 2 mm 以下の白色砂粒 ・黒色 ミゾ
132 勅

内指押え後ヨコナデ 粒 ・砂粒多く含む
-良好

" 口径32.6
内外口縁部ヨコナデ 1 -2 mm大の白色砂粒 ・黒

押印日 21 1 " B6-3 
133 内指押え後ヨコナデ 色粒やや多く含む 内灰白色

-良好

" 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
|明外褐灰色色(・自口然縁冊部、

" 口径29.1内口縁部ヨコナデ ・指押え C5-2 
134 後ヨコナデ

粒多く含む 内・明畠仔縄色

" 口径23.3
内外口縁部ヨコナデ 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色

" C 3 -1 
135 内指押え後ヨコナデ 粒含む 部・良自然好軸

" 
外ヨコナデ 5回大の小石若干含む |内(自外然口粕闘)明褐色

H 口径25.9内口縁部ヨコナデ ・指押え 1 mm以下の白色砂粒・黒色 B3-4 
136 後ヨコナデ 粒多く含む 外.灰良白好色、内明褐色

" 内口縁部ヨコナデ
2 -5 mm大の小石やや含む、|外色口・縁緑部灰黄色緑(灰自 B3-4 

M 口径34.6 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 B4-3 押印IV1 0 6 
137 内指押え後ヨコナデ

粒含む 然.粕良)好、内黄緑色 C6-1 

" 内外口縁部ヨコナデ
1 mm位の小石 ・石英粒やや|外一線部灰赤色縄(色白州、内黒)・

仰印IV2 0 1 
M 口径18.2 多く含む、0.5m回以下の白 B2-3 

138 内ヨコナデ
色砂粒 ・黒色粒含む 灰・褐良色好(自然粕) 又は 114 1 1 

" 内外口縁部ヨコナデ
5 mm大の小石若干含む 外灰白色(自然

C3ー l
" 口径29.5 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色 柚)、内暗褐色

139 内指抑え後ヨコナデ
粒 ・砂粒多く含む -良好

C 4 -1 

" 
外ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも淡灰色

" 口径25.0内口縁部ヨコナデ・指押え AI-4 
140 

後ヨコナデ
粒やや含む -やや良好

" 内外口縁部ヨコナデ
1 mm大の石英粒やや含む

B2ー l
" 口径24.0 0.5回以下の白色砂粒 ・黒

141 内指押え
色粒やや多 く含む 内・一良部好淡貧灰色 表採

H 内外口縁部ヨコナデ
1 -1.5mm大の小石 ・石英|川(白黒軸縄)、内問口量部医黄色匝

142 
壷 口径27.2

内指押え
粒やや含む、 0.5醐以下の

色~(自良黒好軸)・黄匝褐色
B3-3 

白色砂粒 ・黒色粒やや含む

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも灰白色 B3-4 

H 口径19.7外へラケズリ後ヨコナデ (自然粕) 押印IV1 0 6 
143 

内指押え後ヨコナデ
粒やや含む

-良好
B4-3 

|内外外へ口ラ縁ケ部ズヨコナデ 5 mm大の小石若干含む
" 1)・平行タタキ
144 

H 口径19.8

I~肉?指)栂 i後ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒 ・黒色
内.明自褐評色

B3-3 
粒やや多く含む
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番号 器種 法量(叩) 器面調整等 胎 土 色調・焼成 出土地点 備 考

19図
外ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも淡青灰

壷 口径17.5内外口縁部ヨコナデ ・指押 色(自然紬) 表採
145 

え後ヨコナデ
粒含む

-良好

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも灰白色 B 4 -4 

H 口径17.7外ヘラケズリのりヨコナデ (自然勅) 押印IV1 0 6 
146 

内指押え後ヨコナデ
粒やや含む

-良好
C5-1・2

" 
内外口縁部ヨコナデ 5 mm大の小石若干含む 外淡青灰色

" 口径25.0外へラケズリ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内暗緑色 B3-4 
147 

内指押え後ヨコナデ 粒やや多 く含む -良好

" 外ヨコナデ
1 mm大の小石 ・石英粒やや |外灰色口縁、内部灰黄色緑一色部緑黄 やきゆがみあ

" 口径19.6 含む、 0.5mm以下の白色砂 C3-2 
148 内口縁部ヨコナデ

粒 ・黒色粒やや多く含む 縄.色良・好内外自然紬 り

" 口径14.8
内外口縁部ヨコナデ 1m回以下の白色砂粒・黒色I外色黄(自灰然色軸)、部内温縁緑灰灰色

C3-3 M 

149 内指押え後ヨコナデ 粒 ・砂粒多く含む (f自良然紬好)・淡黒灰色

" 口径15.6外丁寧なヨコナデ
0.5mm以下の白色砂粒 ・黒

外然、淡勅緑)灰、色内黒(灰自
C2-1 

M 

150 色粒 ・砂粒やや多く含む 色・良・黄好灰色
C3ー l

M 
内外口縁部ヨコナデ 0.5-1.2mmの小石 ・石英粒 外黒緑灰灰色色・内(淡自緑然軸灰)色・

M 口径16.7外ヨコナデ やや多く含む、0.5mm以下の ミゾ
151 

内指押え・ヨコナデ 白色砂粒 ・黒色粒やや含む (f自良然馳好)・黒灰色

20図
外ヘラケズリ後タテハケナ 5 mm大の小石 ・石英粒やや 外粕濃)一緑部灰黒色褐(自色然、

聾 底径13.2デ 多く含む、 1mm以下の白色 C4-3 
152 

内ヨコナデ 砂粒・黒色粒やや含む 内.黄良褐好色(自然紬)

M 外ハケナデ
5 mm大の小石・石英粒やや

内外とも淡灰色
M 底径15.5 含む、 0.5mm以下の白色砂 B4-3 

153 内ヨコナデ・指押え
粒 ・黒色粒やや含む

-良好

外へラケズリ後タテハケナ 0.5mm大の石英粒やや含む |緑外黄灰灰色色、 内淡
" 、内外自

" 底径11.8ア 0.5醐以下の白色砂粒・黒 B4-3 
154 

内指押え後ヨコナデ 色粒やや含む 然・粕良好

" 底径15.8
外ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒

!外内黒黄灰褐褐色E・L緑外灰底色黄、
" A3-4 

155 内指押え後ヨコナデ 色粒やや含む 縄.色良好内外自然紬

" 底径13.2
外ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒

紬外緑)・灰一色部褐(自色然

156 " 内借押え後ヨコナデ 色粒 ・砂粒やや多く含む
内・貧良褐好色

C5-2 

" 外ヨコナデ
0.5mm大の石英粒やや含む 外灰色

" 底径15.6 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒 内淡灰色 B4-1 
157 内指押え後ヨコナデ

色粒やや含む -良好

" 
1 mm大の石英粒やや含む 然内外粘緑)、灰外色一部(褐自

" 底径13.0底部板おこし(? ) 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒 A5-3 
158 

色粒・砂粒やや多 く含む 色・、良好外底灰白色

1-含2mむm大、の0小5m石m以・下{::i英の粒白 外白傷色、色内・灰一部白灰色
" 底径15.0

外ハケナデ ・へラケズリ やや
" C 3 -1 

159 内指押え ・ヨコナデ |色含砂む粒・黒色粒 ・砂粒多く 外底黄や良褐色好
-や

" 
外タテヘラケズリ ・ヨコケ 0.5-1 mm大の小石 ・石英 外内黄赤灰灰色褐色

" 底径lb.6 ズリ 粒やや含む、 0.5mm以下の B3-4 
160 

内指押え後ヨコナデ 白色砂粒 ・黒色粒含む 外・底良黄好灰色

" 
1 mm大の石英粒若干含む 外淡黒灰色

" 底径16.8内ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒 内白灰色 C 5 -1 
161 

色粒やや含む -良好

" 
1 mm大の石英粒やや含む 外黄白色

" 底径20.0内ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒・黒 内赤灰色 ミゾ
162 

色粒含む -良好

55 



番号 器種 法量(叩) 器面調整 等 胎 土 色調 ・焼成 出土 地 点 備 考

20図
聾 底径14.6外タテヘラケズリ

0.5mm以下の白色砂粒・黒
|外緑責色決(色自然、紬内黒) 

A2-4 
163 色粒・砂粒やや含む 外・底良好黄灰色

底口径径1l85 |外内外ヘ口ラ縁ケ部ズヨリ コナデ 外灰色淡灰外色面自・淡然青粕 B3-4 B 4 -4 
21図

壷
3.1 lmm以下の白色砂粒 ・黒色

C4-1 C5-3 
やきゆがみあ

164 最器大高4405 内指押え後ヨコナデ・ヨコ 粒・砂粒含む 内.淡良灰好色・暗灰色 ミゾ り
6.1 ナデ

底口径径1l25 外内外ヘ口ラ縁ケ部ズヨコナデ 色内外内一と部も明に灰青褐灰
AI-4 A2-3 

" 0.5 リ後ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色 B 2ー I B 4 -4 やきゆがみあ
M 

165 最器大高225 5 内指押え後ヨコナデ・ヨコ 粒 ・砂粒含む
色・良好 表B採7 -I り

9.4 ハケ ・ヨコナデ

外内外指押口縁え部・へヨコナデ 5m四位の小石 ・石英粒やや 内外とも濃赤褐
A4-4 B2-] 

21図 口径14.6 ラケズリ ・ヨ B3-4 B4-3 

166 " 最大28.4 コナデ、内指押え後ヨコナ
含む、1mm以下の白色砂粒・ 色 B4-4 C3-2 
黒色粒 ・砂粒含む -良好 C4-] C5-4 

デ・ヨコハケ C6-] D3-] 

M 
内外口縁部ヨコナデ 5 mm大の小石・石英粒やや

B5-3 
" 口径22.0外ヨコナデ 含む、 1mmJぷ下の白色砂粒・ 抑印n4 I I 167 

内指押え後ヨコナデ 黒色粒 ・砂粒やや含む 内・貧良灰好色
B6ー l

内外口縁部ヨコナデ 2 mm大の小石 ・石英粒やや|軸外)縁、内灰淡色灰(褐自色然
B2-] B2-3 

" 
B3-2 B3-4 

" 口径23.2外へラケズリ(? ) 含む、 Imm以下の白色砂粒・ B4-3 C3-2 抑印N101 
168 

内指押え後ヨコナデ 砂粒やや含む 内・良外一好部褐色 C3-3 C4-2 
C4-4 C7-2 

" 
内外口縁部ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・黒色
外灰色(自然冊、 C3ー l

" 口径15.7外指押え(ワ) 内黒灰色169 
内指押え後ヨコナデ

含む
-良好

D3-1 

" 外ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも淡青灰

B3-4 
" 口径12.9 色(自然勅)

170 内口縁部ヨコナデ・指押え 粒含む
-良好

B 4 -4 

" 外ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外とも淡背灰 B 2 -I 

" 口径13.6 色、外自然粕
171 内口縁部ヨコナデ・指卵え 粒含む

-良好
B4-3 

22図
1-2 mm大の小石 ・石英粒 外黄緑色(自然 C2-3 

M 口径21.2内外ヨコナデ やや多く含む、 1mm以下の 粕)、内褐色
172 

白色砂粒 ・黒色粒含む -良好
C3ー l

" 口径16.8内外ヨコナデ
I mm以下の白色砂粒・黒色

外色t(k自褐然色納一ー入司I~内k 
B4-3・4

" 173 粒 ・砂粒やや含む 灰・褐良好色(自然軸〕 C3-1 

" 2回以下の白色砂粒・黒色
内外とも淡青灰

" 口径11.7内外ヨコナデ 色、内自然紬 B 2ー l
174 粒多く含む

-良好

" 口径22.6内外ヨコナデ
0.5mm以下の白色砂粒・黒

|内色外・緑と灰も黄色灰、褐内

" C 6 -1 
175 色粒・砂粒含む

外・良自然好粕

" 
外ヨコナデ

I mm以下の白色砂粒 ・黒色!部内外黄黄緑灰色色(、自然 B6-3 

" 口径23.2内口縁部ヨコナデ-指押え C6-1 
176 

後ヨコナデ
粒 ・砂粒含む

粕・)良好 C6-2 

" 
外ヨコナデ 2 -5 mm大の小石・石英粒|外外黄自脚然軸、色内・縁黄灰灰色色

M 口径25.4内口縁部ヨコナデ-指押え やや含む、 l回以下の白色 A3-4 
177 

後ヨコナデ 砂粒・黒色粒含む

" 口径21.4内外口縁部ヨコナデ
0.5mm以下の白色砂粒・黒

" C3-1 
178 色粒・砂粒若干含む 内・外良自好然軸

" 0.5mm以下の白色砂粒・黒
外灰緑色、内灰

" 口径16.4内外口縁部ヨコナデ 色、内外自然紬 ミゾ
179 色粒 ・砂粒若干含む

-良好

" 0.5mm以下の白色砂粒・黒
外淡黄緑色、内

" 口径18.0内外ヨコナデ 淡褐色 B4-3 
180 色粒やや含む

-良好

po 



番号|器種|法量(叩)1 器面調整等|胎 土|色調 ・焼成 |出土地点|備 考

22図|壷 |口径14.91内外口縁部ヨコナデ
181 

1 N 1口径19.51外ヨコナデ
1821 I~""' " VI 内口縁部ヨコナデ

l口径21.21内外ヨコナデ
1831 

|口径20.21内外ヨコナデ
184 1 

l内外とも淡緑灰
0.5mm以下の白色砂粒・黒 I ~/~;;~~~'^I

|色(自然勅) いゾ色粒・砂粒若干含む I c:. ~ f-: :-....vnu.I I 
|・良好 | 

|内外縁灰色・濃|
0.5-1 mm大の小石・石英粒1~~~~~ò=1

|灰色、内外自然|
やや含む、 0.5mm以下の白|ι | 

色砂粒・黒色粒・砂粒含む|咽
|・良好
|外縁灰色

1-3mm大の小石・石英γl~=~~b. I l内黄緑灰色 1 B 2 -1 
若干含む、 0.5mm以下の白I~=~~~ I 1内外自然紬 |ミゾ
色砂粒・黒色粒・砂粒含む| | い良好 | 

|外淡緑灰色(自|
0.5mm以下の白色砂粒・黒|然紬)、内灰色|

1 ; "';::;;";'_ :a" "~1 B 5 -2 
色砂粒やや含む |一部黒灰色 l 

|・良好
1 1外灰色・濃緑色

外ヨコナデ In r:: _ _I "I --r""，.L，b.r.I~"""" EBI .. 1.....-:vn. l"\ I~.::~~:_L-_' K::J.bF'lIO.5回以下の白色砂粒・黒1(自然粕)、内黄i1 " 1 口径2101 内口縁部ヨコナデ・板状具 l~vr::.~~~'~~'=; ~c:.\LY".!L -m< 1~t:l~I'.~~~~RI B 4 -3 
1851 1 ~"".'T:;;;;; '7'~:::: 'L ~~ ""1"....1色砂粒やや含む |緑色・浪灰色 | の押え後ヨコナデ I CollY，...lL ，-，-c) 'u IIMt ~ ... ~ Idit'̂ C. I 

| |・良好 | 

I 1 _ ~"" .1.....，- -r- "1t....，.~ --r I外緑灰色、内黒|
11 mm位の小石・石英粒若干I;:;=rA ~~ ~= I 
I':"'~: LU- :;~J~~" ， ~~~~~. I 灰色、内外自然|

|口径16.01内外ヨコナデ |含む、 0.5mm以下の白色砂|品 1 D 2 -2 186 I I W lX~V.V I r1/I" _. _. .1 .1 I ~'LJ ~~'~~'~~~"':.I=J[=.1V I軸 l
粒・黒色粒やや含む |咽

|・良好
|外濠黄褐色、内

I .. I r-I '.v I 0 ~ I r+-o hJ L l _........ _1.. ~m;:~ I 1 mm以下の白色砂粒・黒色|黄緑灰色、内外l1 " 1口径18.61内外ともヨコナデ顕著 1~':~~:-:W C.lV".!I.. ;mc:. I==~ c:.， 1'1/1"1 C 3 -2 1871 I I--Il.:I:.
1u

，
vIF1_.n'<-， U_' _' .1 /~13 I粒やや含む |自然馳 | 

| 1 い良好 | 

I I n __-J-n-... .1. -r-. -r-Y: *""'~ï_1 外淡緑灰色、内黄|1 聞大の小石・石英粒若干I;_;~"!'^~~::: I 
I n I r-I~f)n A I rhhJ L l_ -. ..... _.L ~' EIli-': I~;~/';~~r:~~~~~~ ~ I灰褐色一部淡緑|1 " 1口径20.41内外ともヨコナデ顕著 |含む、 1m叫2.(下の白色砂粒・ I~;:~.... /~~=I B 2 -3 1881 Il--Il.:I:."v，."rl/r<-u__'--' ，1 .l JIl.R'13 1~~'.....o.，， 'u，~~~，，:，--.. ~c.lLY"..!L-灰色、内外自然粕 l

黒色粒 ・砂粒含む | 

|口径18.(}1内外ヨコナデ
1891 

|口径21.01内外ヨコナデ
1901 

|口径19.61内外ヨコナデ
191 1 

i口径27.61内外ヨコナデ
1921 

|口径17.61内外ヨコナデ
1931 

23図1" 1口径18.01内外ヨコナデ
194 

1951 " 1口径23.61内外ヨコナデ

|・良好
|外濠灰色(自然納入

1 mm大の小石・石英粒やや|
|内淡緑灰色(自然

多く含む、 0.5mm以下の白 1~~Mt~~~~:I"~1 ミゾ
|紬)、一部灰色

色砂粒・黒色粒含む | 
|・良好

1 mm大の小石・石英粒若干|外淡緑色、内灰
含む、 0.5m皿以下の白色砂|色内内外自然軸IA2 -3 
粒・黒色粒含む |・良好

|外縁灰色内内黄
0.5mm以下の白色砂粒・黒|灰色・口縁緑灰l

I ~ L.... rl-. ~~=~I C 3 -4 
色粒・砂粒やや含む |色、内外自然粕|

|・良好 | 
|外緑灰色一部黄|

1 mm大の石英粒やや多 く 含1~~~ s:.~k~~1
|緑灰色、内淡緑灰|

む、 0.5mm以下の白色砂粒・ 1=~rff~'~~='^1.1色、内外自然紬 | 黒色粒 ・砂粒やや多 く含も I~~~~rc :l'.\'nD I 
|・良好 | 
l外灰色 | 

m回大の小石・石英粒やや I~'~~å. /o.flt.1 
|内灰白色(自然|

含む、 0.5mm以下の白色砂1~~ a:::Jc. \t::I :I"'~1 
|粕)

粒・黒色粒・砂粒含む l 
|・良好

|外黄緑灰色、内
0.5mm以下の白色砂粒・黒|

|賞褐色 1 C 3 -1 
色粒・砂粒やや含む | 

い良好

2 -5 mm大の小石・石英粒|
|外濃灰褐色

若干含む、 0.5mm以下の白|| |内貧灰褐色 1 D 2ー l色砂粒・黒色粒・砂粒やや|
含む |・良好

外 |3~4阻大の小石・石英粒|外淡黄緑灰色tヨコナデ I_;;_ ~ .: • .':-"-;: ~ ~"， ~ ::>:;::I ~ :;':~，，::::.'''2. ~1 
1 .. 1"~v .，，，.， I:':;:'~~::"__ _L.=， ~~..::I 若干含む、 0.5mm以下の白 I( 自然粕)一部黄 IA 2 -4 1 " 1口径20.21内ロ縁部ヨコナデ ・指押 t1 ~ T~.~ 'u  ~ ~.::IWY~~~.L v:._ ~ 1 ~t:l~I""~~r:~~ 1 

1961 1 ~=.v'.1 也 え|色砂粒・黒色粒・砂粒やや|灰色、内黄灰色 181-2 
目 白 I後ヨコナデ I -;;:"; ';;:_....."" ~I..:.&. .......，~. . I'_''''::::::~'';' ..........'_，...L......> I 

直 |多く含む 1・良好 | 

1外黄緑色、一部緑|
1" 1 ~ ，v ， "~ I ""hl~~~= 11mm以下の白色砂粒 ・黒色|灰色、内縁灰色 | 1 N 1口径16.71内外ヨコナデ 1.~ IlIW ~-:::*~I::;::~ Z'~~.. ~~C. I~Z'~~~^C. 1 B 4 -3 1971 1 1--I"tt.

1V.JIr]/!'.....- .1 .1 粒・砂粒やや多く含む |内外自然柚 | 

| 1 ・良好 | 

I I I外縁灰色、内漉|
0.5mm以下の白色砂粒・黒|緑灰色・黄灰色|

I::.;:~:;::..;:: ."~I B 4 -3 |口径16.21内外ヨコナデ
1981 色粒・砂粒やや含む |内外自然勅 ' 

五丘一

57ー



番号 器種 法量(佃) 器面調整等 胎 土 色調・焼成 出土地点 備 考

23図 口径11.0
内外口縁部ヨコナデ

0.5mm以下の白色砂粒・黒
外一淡部緑黄色褐(色自然、納内) 

199 壷
最大18.8

外ヘラケズリ(?)
色粒・砂粒含む

黄外色・褐縁良(色好灰自・然色黄一粕灰部)色褐

B3-3・4
内指押え後ヨコナデ

" 口径12.4
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色 B 3 -4 
" 外カキ目 (ヨコ) 押印IV1 0 6 

200 最大24.5
内指押え後ヨコナデ

粒・砂粒含む
内・良淡褐好色

C5-2 

" 外ヨコナデ、内口縁部ヨコ 1 m回以下の白色砂粒・黒色
内外灰色(自然

" 口径 9.0 粕) B 2ー l
201 ナデ・指押え 粒含む

-良好

" 
5 mm大の小石若干含む 黒外緑灰灰色色 ・ ー部

" 口径16.6内外ヨコナデ 0.5皿以下の白色砂粒・黒 B 3 -1 
202 

色粒・砂粒やや多 く含む 内・灰良色好 ・黒灰色

" 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・ 黒色
内外灰色 (自然

" 口径12.2内口縁部ヨコナデ・指押え 粕) 表採
203 

後ヨコナデ
粒含む

-良好

M 
外ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外灰色 (自然、

" 口径12.0内口縁部ヨコナデ-指押え 軸) C2-1 
204 

後ヨコナデ
粒やや含む

-良好

" 1 m回以下の白色砂粒・ 黒色
外緑灰色、内褐 A2-3 

" 口径13.6内外ヨコナデ 色、内外自然粕
205 粒含む

-良好
C3ー l

" 1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外漉緑灰色

" 口径12.2内外ヨコナデ (自然粕) B3-2 
206 粒含む

-良好

" 
1-3m回大の小石・ 石英粒|黒外灰縁色灰色(自・然一軸部) 

" 口径18.1内外ヨコナデ 若干含む、 0.5mm以下の白 A3-4 
207 

色砂粒・黒色粒含む 内・灰良色好

外ヨコナデ 1 mm大の小石・石英粒やや l外内縁濃緑褐灰色色
" " 口径16.6内口縁部ヨコナデ・指押え 多く含む、 0.5mm以下の白 C6-1 
208 

後ヨコナデ 色砂粒・黒色粒・砂粒含む 内・外良好自然粕

" 
外ヨコナデ 3 mm以下の小石・石英粒含 外縁灰色 C3ー 1

" 口径14.0内口縁部ヨコナデ-指押え む、 1mm以下の白色砂粒・ 内褐色
209 

後ヨコナデ 黒色粒含む -良好
D 4 -1 

" 
外ヨコナデ 2 mm大の石英粒やや含む

内外灰色
" 口径11.4内口縁部ヨコナデ-指押え l回以下の白色砂粒・黒色 A5-3 肩部に沈線

210 
後ヨコナデ 粒含む

-良好

外内外ヨ口コ縁ナ部デヨ.コナデ 褐内外色淡緑色・黄
" 口径11.2 ヘラケズリ後 0.5mm以下の白色砂粒・黒 B 4 -4 肩部に2条の

" 211 最大15.3内ヨ指コ押ナえデ後(ワ) 色粒・砂粒やや含む
外・良自然好紬

D3-2 沈線
ヨコナ デ

" 1 mm以下の白色砂粒・黒色
内外灰色 (自然

" 口径11.6内外ヨコナデ 紬) C2-3 
212 粒含む

-良好

" 口径 8.6
内外口縁部ヨコナ デ 1 mm以下の白色砂粒・ 黒色

灰外色緑灰・一色冊、昌内弘緑 C3-1 
213 " 内指押え 粒やや含む

内?良外好自然粕
D4ー 1

" 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒
内外とも淡緑灰

" 口径17.8内外口縁部ヨコナデ 色(自然勅) B3-4 
214 色流部・砂粒やや含む

-良好

内外ロ縁部ヨコナデ 4 mm伎の小石 ・石英粒若干 AI-4 
" 部褐色

H 口径17.6外ヘラケズリ後タテナデ 含む、 1mm以下の黒色粒・ A2-3 
215 

内指抑え 砂粒含む 内・外良好自然粒 BI-2 

0.5-1多mmく大含のむ小、石 ・5七mm英以|緑外灰貨色灰色(自鴨然冊、
" 口径17.2

内外口縁部ヨコナデ 粒やや O B 2ー l
" 216 内指押え・ヨコナデ 下含のむ白色砂粒・ 黒色粒やや 内・良淡好褐色

B3-3 

0
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番号 器種 法量(叩〕 器面調整等 胎 土 色調・焼成 出土地点 備 考

23図 外ヨコナデ 0.5mm以下の白色砂粒 ・黒
外黒緑色(自然 押印IV1 0 6 

217 
壷

内指抑え後ヨコナデ 色粒やや多く含む
粕)、内淡黄褐色 C3ー l 肩部に 4条の
-良好 沈線

0.5-1 含mmむ大、の0小.5石・石下英の 外淡黒灰色
B 2 B 2 3 

M 底径18.8外ヘラケズリ後ヨコナデ 粒やや mm以 B3-4 B4-3 
M 内淡灰色

218 最大11.6内指押え後ヨコナデ 白く色含砂む粒・黒色粒 ・砂粒多 -良好
C2-2 C3ー l
C3-3 

外ヘラケズリ 1 -3mmく大含のむ小、石m・m以七英下FのE 
24図

" 底径11.0底板おこし
やや多 l 

B3-3 
219 

内指押え後ヨコナデ や白含色砂む粒 ・黒色粒 ・砂粒や 内.黄良緑好灰色(自縛柱。

" 外指によるタテナデ
1 mm大の石英粒若干含む 外灰色

M 底径13.0 0.5mm以下の白色砂粒・黒 内灰白色 B3ー l
220 内指押え後ヨコナデ

色粒・砂粒やや含む -良好

" 底径11.4内外ヨコナデ(ワ)
0.5mm以下の白色砂粒 ・黒

外色褐(色自一然粕部緑)、灰内
ミゾ" 221 色粒・砂粒やや含む 緑・灰良色好 (自然納)

" 底径13.2
外指によるタテナデ 0.5mm以下の白色砂粒・黒

外(自灰然色軸一越)部内青縁灰灰色色
C3-2 M 

222 内指押え 色粒・砂粒やや多く含む (1自良然柚好)内底白緑色

25図
口径31.4外内外へ口ラ縁ケ部ズヨリ コナデ 5 mm以下の小石 ・石英粒や 外淡灰褐色 A2-4 

おろし目 3-
223 

鉢 底径13.0
底内仮ヨおこし後(ナ?)デ

や含む、 1mm以下の白色砂 内淡灰色 B3-3 
6条

器高14.1
コナデ

粒 ・黒色粒含む -良好 C3-2 

M 
口径33.6内外口縁部ヨコナデ 3 mm以下の石英粒やや含む 外内淡暗赤纏褐色色・灰白

" 底後15.0外へラケズリ・ヨコナデ 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 B 2ー l おろし目 9条
224 

器高14.1成板おこし、内ヨコナデ 粒含む 色・良好

口径29.8外ロ縁口端縁部部板ヨコナデ 灰外色黄灰内褐灰色褐一色部・ B 3 -4 おろし目 6条
" ナデ(ワ) 1 mm以下の黒色粒 ・砂粒含

" 底径13.4 B4-3・4 単位
225 

器高14.5|内ヘラヨ ケズリ後ヨコナデ む 一・部良好灰色 C3-2 底で交差
コナデ

口径32.7外口縁部ヨコナデ -板ナデ 外灰褐色褐・色灰色 片口
" 1 mm以下の白色砂粒・黒色 一部淡赤 C3ー 1

" 底径14.5(ワ) ・指押え 外面片口下に
226 

器高13.2内ヨコナデ
多く含む 内.灰良色好 (自然粕)C4ー l

刻文鉢 b，

" 
口径30.2内外ロ縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・ 黒色 内外とも灰褐色 内面押印
" 底径13.0外ヘラケズリ、底叡おこし、 B 2ー l

227 
器高14.4内指抑え・仮押え

多く含む -良好 IV 1 0 6 

" 
外口縁部ヨコナデ ・板ナデ 2 mm大の石英粒含む 内外とも灰褐色

B3-3 
内面押W印1 0 6 

" 口径35.4(1) 1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 一部灰色
228 

内ヨコナデ 粒・砂粒多く含む -やや良好
B4-3 やりきゆがみあ

" 
内外口縁郎ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒・ 黒色
外灰褐色

M 口径34.9外ヘラケズリ後ヨコナデ 内灰色 A5-4 おろし目 2条
229 

内カキ目.f旨押え
粒やや含む

-良好

" 内外口縁部ヨコナデ
5 mm位の小石・石英粒やや 外灰褐色、内縁

おろし目 5条
" 口径30.2 含む、 2mm以下の白色砂f立・ 灰色(自然紬) A2-4 

230 外ヘラ(仮)ケズリ
黒色粒・砂粒含む -良好

単位

" 
外口縁部ヨコナデ・ヘラケ

1 mm以下の黒色粒・砂粒含
外灰色

おろし目 6条
" 口径31.6ズリ後ヨコナデ 内淡赤褐色 B3-4 

231 
内ヨコナデ

む
-良好

( ? ) 

" 
外口縁部ヨコナデ・ハケ目・ 3回大の小石 ・石英粒やや

内外とも淡灰色 内面白縁部菊
M 口径30.8ヘラケズリ 含む、 1m叫ぷ下の白色砂粒・ 表採

232 
内指押え・ヨコナデ 黒色粒含む

-良好 花文あり

" 2 mm以下の黒色粒 ・砂粒含
外黒灰色

おろし目 9条
" 口径31.8内外ヨコナデ 内灰色 B 4 -2 

233 む
-良好

蛇行状に施す

外口縁文部は板ヨコナデ ・へラケ 5 -6 mm大の小石・石英粒
" ズリ ナデ(? ) 内外とも灰色 外面刻文

" 口径30.2 若干含む、 1 m回以下の白色 B2-3 
234 内ハ口ケ縁ナ部デ指押え ・ヨ コナデ・ 砂粒 ・黒色粒含む

-良好 鉢a，

ハ
凶
υ

F
「

υ



番号 器種 法量(叩) 器面調墜等 胎 土 色調 ・焼成 出 土 地点 備 考

24図
外口縁部ヨコナデ ・ヘラケ y 灰..色日夕、』、褐内色赤一褐部色 おろし目 5-

235 
鉢 口径30.9ズリ又は板ナデ ・指押え 1 mm以下の白色砂粒含む

一・部良灰好色
C3ー l 7条

内ヨコナデ 片口

M 
外口縁部ヨコナデ ・ヘラケ

2 mm以下の白色砂粒・黒色
外淡赤褐色

内面刻文鉢 a，
" 口径30.2ズリ 内灰色 B4-3 

236 
内ヨコナデ

粒・砂粒含む
-良好

おろし目 6条

25図
外口縁部ヨコナデ ・へラケ

l回以下の白色砂粒 ・黒色
内外とも暗赤褐

A5-3 おろし目 6条
" 口径30.1 ズリ 色

237 
内ヨコナデ

粒やや含む
-良好

C4-3 ( ? ) 

26図
外ヨコナデ

2 mm以下の白色砂粒 ・黒色
外赤赤灰k褐k褐色色・一、内部

おろし目 4-
" 口径32.7内口縁部ヨコナデ -指押え・ C6ー l

238 
板ナデ (1)

粒・砂粒多く含む
灰・色良好

5条

" 
外口縁部ヨコナデ・カキ目

1 mm以下の白色砂粒・ 黒色
外暗縄色

" 口径31.8(ワ) 内灰褐色 A2-3 おろし目 5条
239 

内ヨコナ デ
粒・砂粒やや含む

-良好

" 
外口縁部ヨコナデ ・へラ ケ

2 mm以下の白色砂粒 ・黒色
" 口径34.0ズリ C3-3 おろし目 6条

240 
内ヨコナデ

粒含む 部・淡良灰好褐色

" 
外口縁部ヨコナデ ・ヘラケ

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色
内外赤灰色 ・一

" 口径30.7ズリ後ヨコナデ・カキ目 部淡貧褐色 D3-2 おろし目 9条
241 

内ヨコナデ
粒・砂粒多く含む

-良好

" 
外口縁部ヨコナデ ・へラ ケ

l回以下の白色砂粒・ 黒色
外灰褐色

おろし目 3条
" 口径32.2ズ 1)後ヨコナデ -板ナデ 内灰色 (自然粕) C 3 -1 

242 
内指押え ・ヨコナデ

粒含む
-良好

( ? ) 

" 
内外口縁部ヨコナデ

1 mm以下の白色砂粒・ 黒色 内外E音赤縄色
" 口径23.0外ヘラケズリ後ヨコナデ B 2 -1 

243 
内ヨコナデ・指押え

粒含む -良好

" 内外口縁部ヨコナ デ 1 mm以下の白色砂粒・黒色
外灰色

内商抑印
" 口径32.8 内淡灰色 ミゾ

244 外ヘラケズリ 粒含む
-良好

lV 1 0 1 

" 
5 mm位の小石 ・石英粒若干 内外とも淡青灰

" 口径18.6内外ヨコナデ 含む、 1mmJ孔下の白色砂粒 ・ 色 B 4 -3 片口
245 

黒色粒含む -良好

" 外ヨコナ デ ・ヘラケズリ
[-5mmの小石 ・石英粒・ 外淡灰褐色

おろし自 7条
" 底径11.0 白色砂粒若干含む 内淡灰色 C3ー l

246 内ヨコナ デ
1 mm以下の黒色粒含む -良好

不明線刻あり

" 
外へラケズリ、底仮おこし、

1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色
おろし目 4条

" 底径13.9内タテハケ ・へラケズ リ・ A4-4 単位
247 

ヨコハケ
粒含む -やや不良 五IJ文鉢 b，

" 
外へラケズリ後ヨコナデ . 1-5mmの小石 ・石英粒若

内外とも灰色
" 底径13.6仮押え又はへラケズ リ 千含む、 1mm以下の白色砂 C5-2 おろし目 7条

248 
内ヨコナデ ・ヨコハケ 粒・黒色粒含む

-良好

" 外仮状具によ るナデ ヲ 2 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色
B2-3 

外面刻文

249 " 底径19.4
内ヨコ ハケ ・ヨコナデ 粒含む -良好

B7-3 
鉢 b，

表採

" 外ヘラケ ズリ 3岡田以下の石英粒・白色砂
内赤縄色

おろ し自 5条

250 " 底径13.6
内ヨコハケ ・ヨコナデ 粒 ・黒色粒含む

内淡赤褐色 A3-3 
(1) 

-やや良好

" 
外板状具文はヘラによるタ

3 mm以下の石英粒・白色砂
外灰色一部淡灰

251 " 底径15.4テナデ、底仮おこし
粒含む

褐色、内淡灰色 C3ー l おろし目 7条

内底ヨコナ デ -良好

" 高台径 高台ヨコナデ
3 mm位の石英粒 ・白色砂粒 外暗縄色、底淡

おろし目 9条
" やや含む、 1mm以下の黒色 褐色、内淡灰色 A5-4 

252 14.0 内ヨコナデ
粒 ・砂粒含む -良好

(ワ)
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番号 器種 法量(叩) 器面調整等 目台 土 色調 ・焼成 出土地点 備 考

26図
口径14.6

2 mm以下の白色砂粒やや含 外内褐暗色褐色 (自然

253 
鉢 底径 9.0外ヨコナデ

む
軸・)良好

ミゾ

器高 8.4

" 口径28.0内外ヨコナデ
1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色

" B3-4 
254 粒含む -良好

" 
1 -5 mm大の石英粒 ・白色

内外とも灰色
M 口i韮27.4内外ヨコナデ 砂粒やや含む、 1mm以下の B2-4 

255 
黒色粒含む

-良好

" 口径28.0内外ヨコナデ
1 mm以下の白色砂粒 ・黒色 内外とも灰色

" B 5 -1 
256 粒含む -良好

" 
口径32.2外ヘ口ラ縁ケ部ズリヨ、コ底ナ板デお・指こ押し(えワ)・

1 mm以下の石英粒 ・白色砂 内外とも灰褐色
" 底径13.0 表採

257 内キ口縁同部又指は押ヨえ・ヨコナデ・粒 ・黒色粒 ・砂粒含む -良好
器高11.3

カ コハケ
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調査区域調査首ii遠景(北東から)
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部j査区域掘り 卜刊 Ilij近景(向ーから)

土層断面D-D' (北西か ら)
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lAグリ ッド制り 下げ風景

調査区域完掘後近景 (南から)
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C5-1Gr下層土器出土状況

3B-4Gr下層土器出土状況
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大築 (E類)
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中褒 (8類)
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大幾何類)

中褒 (A類)

湯上谷古窯跡灰原出土嚢
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湯上谷古窯跡灰原出土饗
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小銭 (D2lfO

小裂 (D3lIu

小型I~ (F類)
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2の部分

湯土谷古黛跡灰原出土襲 ・査

，::t (E~m 



写
真
図
版

8

査A類

査C2類
査C2類

湯上谷古窯跡灰原出土査

査C2類
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査E類
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鉢A類 223

鉢A類 257鉢A類 224

湯上谷古窯跡、灰原出土壷 ・鉢



写
真
図
版
叩

鉢 B類 225

鉢 B類

鉢C類 226

鉢 C類

鉢 B類

鉢C類

湯土谷古窯跡、灰原出土鉢

鉢B類

鉢 B~J{ 

鉢B類 tllIfilN 101 

EI| 
鉢 Bまn245 
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